
◆ 市政の窓――――❷～❻
◆ 議会だより―――――❻
◆ 市内一斉「ポイ捨てごみ
一掃」清掃―――――❼
◆  当初予算のあらまし―❽～11
◆  上・下水道料金の一体徴
収が始まります！――12
◆総合計画後期基本計画を策定―13
●   ふるさと納税のご案内
◆できごと――――14～15
◆ 市内での火災・救急出動、
人権相談・行政相談・司法
書士会による無料法律相
談、市民のうごき――15
◆お知らせ――――16～18
●   軽自動車税の減免
●家畜伝染病の予防
● 就学援助費支給制度
● 70歳から74歳の方の窓口負
担見直しの延期（国保）
● 行政相談委員の紹介
● 金婚・ダイヤモンド婚について

［もくじ］
● 農業電子図書をご利用ください
● 農地バンク登録・利用者募集
●   美郷内での工事は問い合わ
せが必要です
●   「ねんきんネット」サービ
スが始まりました
●   無料年金相談の開催
●   ケーブルテレビ加入に対す
る国の助成制度について
●   市税・国民健康保険税の休
日納付相談を行います
◆催し――――――――18
●   浴衣づくり教室開催
◆生活トピックス―19～21
●   平成24年歌会始のお題およ
び詠進歌の詠進要領
●   徳島ヴォルティスホームゲ
ームスケジュール
●   「植えてはいけないけし」
を除去しましょう
●   第12回吉野川市フリーマーケット開催
●  清掃ボランティアのご案内

●  第135回まちかどコンサート
● 巡回職業相談
◆鴨島公民館だより――20
◆ ４月から「農業者戸別所得補償制
度」が本格実施されます。――20
◆吉野川警察署だより―21
◆ 吉野川市巡回バスの時刻
表が改正されます――21
◆ 川島薬草園―――――21
◆ 平成23年度特定健康診査・節
目健診のお知らせ――22～23
◆４月・５月の介護予防教室―24
◆休日・夜間在宅当番医表―24
◆国民年金だより―――25
◆図書だより―――――25
◆人権とぴっくす―――26
◆青少年育成補導―――26
◆ちびっこドーム通信―27
………………………………
◆東北地方太平洋沖地震被災者
への支援活動報告とお礼―28
◆広告――――――――28

発行／吉野川市　編集／総務部企画財政課
〒776-8611徳島県吉野川市鴨島町鴨島115-１
●TEL.0883-22-2221　●FAX.0883-22-2244
●URL  http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/
●E-mail  mail@city.yoshinogawa.lg.jp

美郷梅の花まつり

4月号 2011.4.13
vol.79



ち
の
教
育
環
境
を
よ
り
望
ま
し
い

も
の
に
整
え
る
た
め
、
中
・
長
期

的
な
展
望
に
立
ち
「
吉
野
川
市
学

校
再
編
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し

ま
す
。

　

最
近
の
社
会
経
済
情
勢
の
悪
化

等
に
よ
り
、
行
政
運
営
経
費
の
一

層
の
削
減
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

町
村
合
併
時
に
採
用
し
た
分
庁
方

式
の
非
効
率
性
の
解
消
が
重
要
な

課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
や
地
域

審
議
会
等
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、

支
所
機
能
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

市
役
所
機
能
を
本
庁
舎
に
集
約
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

庁
舎
統
合
に
伴
い
新
た
に
建
設

予
定
の
増
築
棟
は
、「
だ
れ
に
も
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ま
す
。

　

後
期
基
本
計
画
に
お
い
て
も
、

前
期
基
本
計
画
の
「
改
革
の
推
進

に
向
け
た
原
則
」
の
理
念
を
踏
襲

す
る
と
と
も
に
、
平
成
23
年
度
は
、

「
後
期
基
本
計
画
」
の
初
年
度
と

し
て
新
た
な
視
点
で
の
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
ス
タ
ー
ト
の
年
と

な
る
こ
と
か
ら
、
時
代
の
変
化
を

的
確
に
捕
ら
え
、
吉
野
川
市
に
住

ん
で
よ
か
っ
た
、
住
み
続
け
た
い

と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
を
実

現
す
る
た
め
、
主
要
な
施
策
の
計

画
的
な
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

国
で
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
新

シ
ス
テ
ム
の
幼
保
一
体
化
を
め
ぐ

り
、
保
育
所
、
幼
稚
園
の
あ
り
方

は
従
来
通
り
尊
重
し
、
補
助
金
給

付
と
「
幼
児
教
育
」
の
位
置
付
け

の
み
を
一
体
化
す
る
と
い
う
方
針

が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

就
学
前
教
育
や
保
育
環
境
の
向

上
の
観
点
か
ら
、
連
携
の
取
り
組

み
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
、
新
年

度
に
は
幼
稚
園
と
保
育
所
が
連
携

し
た
「
吉
野
川
市
モ
デ
ル
と
い
う

べ
き
新
た
な
運
営
方
法
」
等
に
つ

い
て
再
編
計
画
を
策
定
す
る
な
ど
、

さ
ら
に
具
体
的
に
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
数

は
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
一

部
の
学
校
を
除
く
多
く
の
小
・
中

学
校
が
い
わ
ゆ
る
小
規
模
校
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
基
本

台
帳
を
基
に
行
っ
た
０
歳
か
ら
11

歳
ま
で
の
本
市
の
将
来
推
計
人
口

に
お
い
て
も
、
平
成
21
年
の
４
０

９
４
人
か
ら
平
成
29
年
に
は
約
７

０
０
人
減
少
し
３
４
０
０
人
余
り

と
な
る
な
ど
、
小
・
中
学
校
の
小

規
模
化
の
傾
向
は
今
後
も
続
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
人
間
関

係
、
教
育
活
動
、
学
校
運
営
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
面
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

教
育
活
動
を
円
滑
か
つ
効
果
的

に
進
め
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

や
さ
し
い
市
民
の
た
め
の
庁
舎
」、

「
防
災
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
安
心
・

安
全
の
庁
舎
」、「
地
球
環
境
に

や
さ
し
い
次
世
代
型
エ
コ
庁
舎
」、

「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
に
配

慮
し
た
経
済
的
な
庁
舎
」
な
ど
と

し
た
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
設
計
を

行
い
、
特
に
、
増
築
棟
に
は
防
災

拠
点
と
し
て
の
機
能
を
盛
り
込
む

な
ど
、
災
害
時
を
想
定
し
た
施
設

設
計
と
し
て
い
ま
す
。

　

庁
舎
の
統
合
に
よ
り
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
は
じ
め
、維
持
・

管
理
コ
ス
ト
の
縮
減
と
業
務
効
率

の
向
上
な
ど
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
面
に
お
い
て
も
分
庁
方

式
の
刷
新
効
果
は
、
非
常
に
大
き

い
も
の
と
考
え
て
お
り
、
平
成
24

年
度
中
の
庁
舎
統
合
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
す
。

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

　

老
朽
化
へ
の
対
応
と
衛
生
管
理

等
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
的
に
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
は
、
基
礎
工
事
に
着
手
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
順
調
に
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
食
事

を
提
供
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

成
長
期
に
あ
る
児
童
・
生
徒
の
食

　

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
吉
野
川
市
総
合
計

画
は
、「
前
期
基
本
計
画
」
が
平

成
22
年
度
で
期
限
が
満
了
と
な
る

こ
と
か
ら
、
近
く
平
成
23
年
度
か

ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
５
年
間
を

計
画
期
間
と
す
る
「
後
期
基
本
計

画
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
し
て
い吉野川市総合計画後期基本計画を策定しました

吉
野
川
市
総
合
計
画

幼
保
連
携
へ
の
取
り
組
み

学
校
再
編
の
取
り
組
み

市政の窓

　２月28日の平成23年３月吉野
川市議会定例会開会日、川真田市
長は、平成22年度の成果と平成
23年度の市政運営方針について
述べ、市民の皆さんや市議会に理
解と協力を求めました。要旨は次
のとおりです。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成

市役所機能を本庁舎に集約します

市
役
所
庁
舎
の
統
合
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生
活
に
関
す
る
知
識
や
能
力
を
身

に
つ
け
る
教
育
の
一
環
と
し
て
機

能
す
る
ほ
か
、
食
育
セ
ン
タ
ー
と

し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
な
ど
、

新
施
設
に
は
多
様
な
教
育
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
効
率
的
な

運
営
を
図
る
た
め
、
調
理
お
よ
び

配
送
業
務
に
つ
い
て
は
、
平
成
23

年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
の
直
営
に
替

え
て
民
間
委
託
す
る
こ
と
と
し
、

平
成
24
年
４
月
か
ら
の
新
給
食
セ

ン
タ
ー
の
円
滑
な
稼
働
に
万
全
を

期
し
て
い
き
ま
す
。

●
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

　
「
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
。

で
も
ど
う
し
て
も
仕
事
を
休
む
こ

と
が
で
き
な
い
」
そ
ん
な
と
き
に

備
え
て
、６
月
か
ら
地
域
の
病
児
・

病
後
児
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

保
護
者
等
が
就
労
し
て
い
る
場

合
、
子
ど
も
が
病
気
あ
る
い
は
病

気
回
復
期
の
際
に
自
宅
で
保
育
が

困
難
な
と
き
に
、
一
時
的
に
保
育

お
よ
び
看
護
を
行
う
保
育
事
業
を
、

市
内
の
医
療
施
設
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
実
施
す
る
も
の
で
、
今
後

も
、
共
働
き
家
庭
等
に
お
い
て
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
保
育

環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

国
内
外
を
問
わ
ず
自
然
災
害
の

猛
威
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
防
災
対
策

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
生
命
・
財

産
の
安
全
確
保
の
た
め
、
引
き
続

き
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

●
徳
島
中
央
広
域
連
合
消
防
庁
舎

の
整
備

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
の
業
務
開

始
に
向
け
、
平
成
23
年
１
月
15
日
、

建
設
場
所
に
て
新
消
防
庁
舎
の
起

工
式
が
行
わ
れ
、
建
設
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。
新
し
い
消
防
庁
舎

に
は
、
県
内
で
は
初
め
て
基
礎
免

震
構
造
を
採
用
し
、
万
が
一
、
大

規
模
地
震
が
発
生
し
た
際
に
も
、

消
防
資
機
材
と
消
防
隊
員
の
安
全

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
迅
速

に
災
害
救
助
活
動
に
当
た
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
な
ど
、
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
施
設
に
な
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

庁
舎
の
整
備
に
併
せ
て
新
た
に

導
入
予
定
の
高
機
能
消
防
指
令
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
、
緊
急
車
両
の
現

場
到
着
ま
で
の
時
間
が
短
縮
さ
れ

る
ほ
か
、
効
果
的
な
部
隊
運
用
が

可
能
と
な
る
な
ど
、
火
災
に
よ
る

被
害
の
軽
減
や
救
急
現
場
で
の
救

命
率
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

●
消
防
団
詰
所
、
消
防
自
動
車
格

納
庫
の
整
備

　

近
年
、
地
域
の
安
心
・
安
全
の

確
保
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
つ

つ
あ
る
中
、
消
防
団
の
地
域
密
着

性
、
要
員
動
員
力
、
即
時
対
応
力

な
ど
の
特
性
が
再
認
識
さ
れ
て
お

り
、
新
年
度
か
ら
消
防
団
施
設
の

整
備
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

市
内
に
37
カ
所
あ
る
消
防
団
詰

所
・
格
納
庫
は
老
朽
化
し
た
施
設

も
多
く
、
災
害
発
生
時
の
安
全
確

保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
消
防
団
員
の
活
動
環
境

の
充
実
と
地
域
に
お
け
る
災
害
対

応
力
の
向
上
に
向
け
て
、
計
画
的

に
消
防
団
詰
所
・
格
納
庫
の
整
備

を
進
め
る
こ
と
と
し
、
平
成
23
年

度
に
は
、
鴨
島
方
面
第
７
分
団
ほ

か
５
カ
所
の
整
備
を
行
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

●
防
災
関
連
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

の
整
備

　

防
災
行
政
無
線
・
オ
フ
ト
ー
ク

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
情
報
通
信
網
は

合
併
前
に
整
備
さ
れ
た
設
備
を
使

用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
災
害
関

連
情
報
の
伝
達
が
で
き
な
い
地
域

が
存
在
す
る
な
ど
、
情
報
通
信
環

境
に
地
域
格
差
が
生
じ
て
い
る
状

況
に
あ
り
、
災
害
関
連
情
報
を
迅

速
か
つ
適
切
に
発
信
で
き
る
シ
ス

テ
ム
の
構
築
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
情
報
通
信
に
関
す

る
現
況
調
査
や
高
度
化
す
る
情
報

通
信
技
術
を
有
効
活
用
し
た
、
新

た
な
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
の
整
備

方
針
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

国
で
は
、
有
事
関
連
情
報
や
緊

急
地
震
速
報
な
ど
を
迅
速
に
防
災

関
係
機
関
へ
伝
達
す
る
「
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
」、
い
わ
ゆ
る

「
Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
ジ
ェ
イ
ア

ラ
ー
ト
）」
の
整
備
を
推
進
し
て

お
り
、
先
般
、
市
役
所
へ
の
シ
ス

テ
ム
設
置
が
完
了
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
緊
急
情
報
が
関
係
機
関
だ

け
に
と
と
ど
ま
ら
ず
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
携
帯
メ
ー
ル
に
も
配
信
で

き
る
よ
う
、
平
成
20
年
６
月
か
ら

導
入
し
て
い
る
災
害
情
報
メ
ー
ル

配
信
シ
ス
テ
ム
を
さ
ら
に
充
実
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

有
事
の
際
に
は
、
有
用
な
情
報

伝
達
手
段
の
一
つ
と
な
る
も
の
と

考
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
有

効
に
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

●
公
共
施
設
の
耐
震
化　

　

平
成
21
年
度
か
ら
、
児
童
生
徒

の
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

災
害
発
生
時
の
応
急
的
な
避
難
場

所
と
し
て
の
役
割
を
担
う
義
務
教

育
施
設
等
の
耐
震
化
を
計
画
的
に

進
め
て
き
ま
し
た
。
結
果
、
義
務

教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
お
お
む

ね
耐
震
化
の
見
込
み
が
立
っ
た
こ

と
か
ら
、
平
成
23
年
度
に
は
、
耐

震
化
優
先
度
の
高
い
保
育
所
お
よ

び
避
難
所
指
定
の
公
共
施
設
の
耐

工事が進められている、新給食センター

安
全
、安
心
な
ま
ち
づ
く
り

徳島中央広域連合本部・東消防署庁舎（イメージ）
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広報よしのがわ

震
化
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

●
県
道
・
宮
川
内
―
牛
島
停
車
場

線
、
板
野
―
川
島
線
の
供
用
開
始

　

県
道
・
宮
川
内
―
牛
島
停
車
場

線
は
、
吉
野
川
を
横
断
し
本
市
と

阿
波
市
を
結
ぶ
幹
線
道
路
で
、
古

く
か
ら
南
北
の
交
通
の
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
板

野
―
川
島
線
は
、
国
道
１
９
２
号

の
バ
イ
パ
ス
的
な
機
能
を
果
た
し

鴨
島
町
中
心
市
街
地
に
お
け
る
交

通
渋
滞
の
解
消
を
目
的
に
整
備
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

宮
川
内
―
牛
島
停
車
場
線
に
つ

い
て
は
、
鴨
島
町
牛
島
と
阿
波
市

吉
野
町
西
条
間
、
板
野
―
川
島
線

に
つ
い
て
は
、
鴨
島
町
知
恵
島
と

川
島
町
桒
村
間
の
工
事
が
完
了
し
、

平
成
23
年
３
月
９
日
、
供
用
が
開

始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
区
間
の
開
通
に
よ
り
利
便
性

の
向
上
と
交
通
量
の
分
散
に
よ
る

渋
滞
緩
和
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考

え
て
お
り
、
実
施
主
体
の
徳
島
県

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
財
政
状
況

の
厳
し
い
折
り
、
供
用
開
始
に
向

け
長
年
に
わ
た
り
格
別
の
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
ま

し
て
、
市
民
を
代
表
し
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

●
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

策
定

　

計
画
的
な
都
市
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
長
期
的
な
視
点
に
立

ち
本
市
の
将
来
像
と
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
の
大
き
な
道
筋
を
あ
ら

か
じ
め
示
し
て
お
く
「
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
着

手
し
ま
し
た
。 

　

計
画
の
策
定
に
は
、
市
民
の
ニ

ー
ズ
を
十
分
に
反
映
す
る
た
め
、

地
域
別
懇
談
会
、
公
聴
会
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
策
定
の
準
備
段
階
か

ら
積
極
的
な
情
報
公
開
を
行
い
、

安
心
・
安
全
・
快
適
な
よ
り
良
い

ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
示
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

策
定
期
間
は
、
２
カ
年
を
予
定

し
て
お
り
、
初
年
度
と
な
る
平
成

23
年
度
に
は
、
策
定
委
員
会
や
検

討
委
員
会
等
を
立
ち
上
げ
る
と
と

も
に
、
現
状
分
析
・
市
民
ニ
ー
ズ

の
把
握
、
主
要
課
題
の
整
理
、
基

礎
デ
ー
タ
の
収
集
等
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

●
耕
作
放
棄
地
対
策

　

農
地
は
、
食
を
支
え
る
大
切
な

資
源
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

水
源
の
涵か
ん

養よ
う

な
ど
環
境
保
全
も
担

う
多
面
的
機
能
を
保
有
し
て
い
ま

す
が
、
近
年
、
農
家
形
態
の
変
化

等
に
よ
り
耕
作
放
棄
地
の
面
積
が

急
激
に
増
加
し
、
本
市
に
お
い
て

も
、
約
52 

ha
の
耕
作
放
棄
地
が
確

認
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
解
消
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
Ｊ

Ａ
麻
植
郡
に
お
い
て
、
耕
作
放
棄

地
対
策
の
一
環
と
し
て
、
豆
腐
や

味
噌
な
ど
の
加
工
品
と
し
て
地
産

地
消
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
大
豆
生
産
に
取
り
組
む
こ

と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
と
し

て
は
農
地
を
守
り
安
全
で
安
心
な

農
産
物
の
生
産
を
推
進
す
る
た
め
、

農
業
用
機
械
の
導
入
に
つ
い
て
支

援
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

●
巡
回
バ
ス

　

巡
回
バ
ス
は
、
市
役
所
の
分
庁

方
式
を
補
完
す
る
シ
ス
テ
ム
の
一

つ
と
し
て
、
平
成
17
年
10
月
に
運

行
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

停
留
所
以
外
で
も
路
線
上
の
任
意

の
位
置
で
バ
ス
に
乗
降
で
き
る
フ

リ
ー
乗
降
制
や
停
留
所
増
設
な
ど

の
要
望
の
ほ
か
、
利
用
率
の
低
迷

か
ら
廃
止
を
含
め
た
検
討
の
必
要

性
な
ど
に
つ
い
て
議
会
を
は
じ
め

各
方
面
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

現
在
、
庁
舎
統
合
の
取
り
組
み

を
進
め
て
お
り
、
分
庁
方
式
の
補

完
と
い
う
巡
回
バ
ス
本
来
の
役
割

と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者

対
策
が
以
前
に
も
増
し
て
重
要
と

な
っ
て
く
る
こ
と
に
鑑か

ん
がみ
、
利
便

性
の
向
上
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

３月９日、開通した、県道・宮川内―牛島停車場線（写真左）、板野―川島線（写真右）

耕作放棄地（イメージ）

市役所間を運行している巡回バス

耐震改修工事を完了した鴨島第一中学校

地
域
の
活
性
化
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広報よしのがわ

に
、
安
全
確
保
と
他
の
交
通
機
関

に
配
慮
し
つ
つ
、
運
行
経
路
の
見

直
し
と
停
留
所
の
増
設
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
23

年
５
月
か
ら
試
験
的
に
運
行
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
美
郷
物
産
館
の
環
境
整
備

　

昨
年
の
暮
れ
、
元
副
総
理
で
、

本
市
の
名
誉
市
民
で
も
あ
る（
故
）

後
藤
田
正
晴
（
ご
と
う
だ
・
ま
さ

は
る
）
氏
の
顕
彰
碑
が
、
本
市
美

郷
の
国
道
１
９
３
号
線
沿
い
に
整

備
さ
れ
た
公
園
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

顕
彰
碑
は
、
徳
島
が
生
ん
だ
偉

大
な
政
治
家
で
あ
る
後
藤
田
正
晴

氏
の
偉
業
を
た
た
え
、
後
世
に
功

績
を
語
り
継
ぐ
「
軌
跡
公
園
」
と

し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
公
園

の
完
成
に
伴
い
、
顕
彰
碑
建
立
委

員
会
か
ら
市
に
対
し
、
寄
贈
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
美
郷
物
産
館
の
ト
イ

レ
の
増
設
な
ど
利
用
者
の
利
便
性

の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
軌

跡
公
園
を
含
め
た
周
辺
一
帯
が
、

市
内
外
か
ら
訪
れ
る
皆
さ
ん
の
憩

い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
る
も
の

と
な
る
よ
う
、
周
辺
の
環
境
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
21
年
１
月
に
策
定
し
た

「
ご
み
減
量
化
緊
急
行
動
計
画
」

に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
積
極
的

に
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
平
成
21

年
度
に
は
前
年
度
比
４
７
１
ｔ
の

ご
み
が
削
減
さ
れ
、
平
成
23
年
１

月
か
ら
市
域
全
体
で
始
め
た
古
着

の
資
源
回
収
に
お
い
て
も
、
１
カ

月
間
に
9.8
ｔ
の
衣
類
を
収
集
す
る

こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
順
調
に
ご

み
の
減
量
化
は
進
ん
で
い
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、平
成
22
年
10
月
か
ら「
廃

プ
ラ
」
対
策
と
し
て
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
「
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
」

で
は
、
毎
月
10
日
を
「
レ
ジ
袋
ゼ

ロ
の
日
」
と
し
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
、

レ
ジ
袋
削
減
運
動
を
行
っ
て
お
り
、

当
初
3.4
％
で
あ
っ
た
マ
イ
バ
ッ
グ

の
持
参
率
が
１
月
末
に
は
12.7
％
と

着
実
に
運
動
の
効
果
が
現
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
負
荷
の
軽
減
に
は
、

人
づ
く
り
と
仕
組
み
づ
く
り
が
重

要
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
と
も
、
環
境
問
題
に
関
す
る

意
識
醸
成
や
人
材
育
成
な
ど
創
意

と
工
夫
を
凝
ら
し
、
引
き
続
き
ご

み
の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

市
民
の
健
康
へ
の
関
心
が
高
ま

り
つ
つ
あ
る
中
、
生
活
・
運
動
習

慣
な
ど
に
起
因
す
る
糖
尿
病
・
心

臓
病
・
脳
卒
中
な
ど
が
増
加
し
て

お
り
、
特
に
、
糖
尿
病
罹り

患か
ん

率
が

突
出
し
、
次
い
で
じ
ん
臓
、
心
疾

患
の
順
と
な
る
な
ど
、
健
康
づ
く

り
は
健
康
で
快
適
な
生
活
を
送
る

た
め
の
大
変
重
要
な
取
り
組
み
で

す
。
こ
の
た
め
、
家
庭
や
地
域
、

行
政
、
関
係
機
関
な
ど
、
相
互
に

連
携
・
協
働
し
な
が
ら
意
識
啓
発
・

健
康
教
育
の
推
進
に
努
め
て
い
ま

す
が
、
生
活
習
慣
の
改
善
は
、
本

人
や
家
族
の
自
覚
・
意
志
に
よ
る

も
の
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
在
行
っ
て
い
る
戸
別
訪
問
・
面

接
等
に
よ
る
健
康
指
導
を
さ
ら
に

強
化
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
め

ざ
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
最
近
、
若
年
層
に
も

生
活
習
慣
病
罹
患
者
が
多
い
た
め
、

新
た
に
「
働
く
世
代
へ
の
大
腸
が

ん
検
診
推
進
事
業
」
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
、
受
診
し
や
す
い
環
境

を
整
え
る
こ
と
で
増
加
傾
向
の
大

腸
が
ん
の
早
期
発
見
に
努
め
る
な

ど
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
積
極

的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

も
、
被
保
険
者
を
は
じ
め
市
民
の

皆
さ
ん
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
抑

え
る
べ
く
、
生
活
習
慣
病
対
策
の

た
め
の
特
定
検
診
の
受
診
率
向
上

に
努
め
る
と
と
も
に
、
保
健
指
導

の
強
化
を
推
進
し
、
健
康
の
保
持

増
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
ま
た
、
国
保
財
政
の
安

定
的
か
つ
適
正
な
運
営
を
図
る
た

め
、
重
複
受
診
の
抑
制
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
推
奨
等
に
よ
る

さ
ら
な
る
歳
出
削
減
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
公
平
な
保
険
料
負
担

と
適
正
な
医
療
給
付
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

●
行
財
政
改
革

　

行
政
に
は
、
多
様
化
す
る
住
民

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
、
適
切
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ
目
な
く
安
定

的
に
提
供
す
る
上
で
、
行
財
政
改

革
は
、
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き

な
い
大
変
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

町
村
合
併
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な

手
法
に
よ
り
こ
う
し
た
課
題
を
解

国道193号線沿いに整備された、後藤田正晴
氏の軌跡

環
境
を
大
切
に
す
る

美
し
い
ま
ち
づ
く
り

健
康
で
快
適
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り

３月９日、「吉野川市レジ袋削減協定」調印
式が市役所で行われました

自分たちの健康は、自分たちの手で！

簡
素
で
効
率
的
な
行
政

基
盤
の
確
立



◇
平
成
22
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
に
７

億
３
３
５
４
万
３
０
０
０
円
を
追

加
し
、
総
額
を
１
９
７
億
５
０
３

５
万
８
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
22
年
度
吉
野
川
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
な
ど
特
別
会
計
の
補
正
予

算
６
件

◇
平
成
23
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
予
算

◇
平
成
23
年
度
各
特
別
会
計
・
企

業
会
計
の
予
算
な
ど
９
件

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業

会
計
の
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
８
〜

11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

市
有
施
設
の
指
定
管
理
者
に
指

定
す
る
団
体
お
よ
び
指
定
期
間
等

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

各
施
設
の
指
定
管
理
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
田
平
農
産
物
共
同
加
工
施
設
／

美
郷
梅
工
房
／
平
成
23
年
４
月
１

日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日

▼
美
郷
農
産
物
加
工
施
設
／
美
郷

商
工
会
／
平
成
23
年
４
月
１
日
〜

平
成
24
年
３
月
31
日

◇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て
　

任
期
満
了
に
伴
い
再
度
推
薦
す

る
た
め
、
議
会
に
対
し
て
意
見
を

求
め
た
も
の
で
す
。

岡
田
年
弘
（
お
か
だ
・
と
し
ひ
ろ
）

氏
＝
69
歳
、
鴨
島
町
知
恵
島

予　

算
議会だより

　平成23年３月市議会定例会が２
月28日から３月18日までの19日間
の日程で開催され、市長が提案し
た33議案すべてが原案どおり可決
されました。主な議案は次のとお
りです。

❻2011年（平成23年）4月13日

広報よしのがわ

決
す
る
た
め
に
努
め
て
き
ま
し
た

が
、
国
か
ら
の
合
併
支
援
策
が
終

了
す
る
数
年
後
を
見
据
え
、
今
ま

で
以
上
に
事
務
事
業
の
再
検
証
と

徹
底
し
た
事
務
改
善
を
行
う
な

ど
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
各
種
公
共
料
金
の
徴
収
率
や

収
納
率
の
向
上
な
ど
の
歳
入
確
保

や
、
総
人
件
費
の
抑
制
に
引
き
続

き
努
め
る
と
と
も
に
、「
美
郷
ほ

た
る
館
」
へ
の
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
や
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
の

民
間
委
託
な
ど
、
民
間
活
力
も
積

極
的
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
や
県
が
設
置
す
る
研

修
施
設
や
徳
島
県
な
ど
外
部
機
関

へ
積
極
的
に
職
員
を
派
遣
し
、
実

務
能
力
の
向
上
を
め
ざ
す
と
と
も

に
、
新
規
採
用
職
員
を
民
間
企
業

へ
派
遣
し
、
お
客
様
対
応
を
研
修

す
る
な
ど
、
人
材
の
育
成
と
意
識

改
革
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
市
内
の
温
泉
施
設
の
あ
り
方

　

温
泉
施
設
あ
り
方
検
討
委
員
会

か
ら
、
市
内
４
カ
所
の
温
泉
施
設

に
つ
い
て
「
収
益
性
や
運
営
の
面

で
、
民
間
の
優
れ
た
能
力
を
導
入

す
べ
き
で
あ
る
」、「
時
代
の
流
れ

と
と
も
に
、
公
的
機
関
が
収
益
事

業
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
限
界

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
ご

提
言
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
温

泉
施
設
の
経
営
形
態
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
健
康
と
福
祉
の
向
上
を

目
的
に
設
置
さ
れ
、
地
元
の
方
々

に
と
っ
て
は
親
し
み
の
あ
る
温
泉

施
設
で
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
り
方

検
討
委
員
会
の
提
言
等
を
踏
ま

え
、
直
営
施
設
、
特
に
、
耐
震
化

の
問
題
や
施
設
の
老
朽
化
が
目
立

つ
「
上
桜
温
泉
」
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
度
中
に
も
廃
止
に
向
け

た
手
続
き
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
、

鴨
島
温
泉
「
鴨
の
湯
」
に
つ
い
て

も
民
間
へ
移
行
す
る
た
め
の
準
備

を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
制
度
に
よ
り
運
営
さ

れ
て
い
る「
ふ
い
ご
温
泉
」と「
ヘ

ル
ス
ラ
ン
ド
美
郷
」
に
つ
い
て
も
、

指
定
管
理
期
間
が
切
れ
る
平
成
25

年
３
月
ま
で
に
、
民
間
移
管
に
向

け
た
準
備
を
行
う
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

●
上
下
水
道
料
金
の
一
体
徴
収

　

現
在
、
上
水
道
使
用
料
お
よ
び

下
水
道
使
用
料
を
別
々
に
徴
収
し

て
い
ま
す
。
上
下
水
道
利
用
者
の

利
便
性
向
上
と
経
営
の
効
率
化
を

図
る
た
め
、
水
道
課
に
お
い
て
下

水
道
使
用
料
も
一
括
し
て
徴
収
す

る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ま
で
関
係
条

例
の
整
備
や
電
算
シ
ス
テ
ム
の
改

修
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
引
き
続

き
試
験
運
用
を
行
い
な
が
ら
本
年

４
月
か
ら
の
円
滑
な
運
用
開
始
に

備
え
ま
す
。

　

今
後
は
、
一
層
の
経
営
の
効
率

化
を
図
る
た
め
、
徴
収
事
務
等
を

民
間
委
託
す
る
こ
と
を
念
頭
に
検

討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

（
12
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。）

　

誌
面
の
関
係
で
一
部
を
抜

粋
し
、
要
旨
部
分
の
み
掲
載

し
て
い
ま
す
。
全
文
を
ご
覧

に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yoshino

gaw
a.lg.jp

平成23年度末に廃止されることになった
「上桜温泉」

指
定
管
理
者
の
指
定

人　

事
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市内一斉「ポイ捨てごみ一掃」清掃
ご参加
ください!

統一実施日　5月8日（日）　午前8時～10時

レッツクリーン期間　5月6日（金）～8日（日）　協力団体募集！

 「レッツ・クリーン」環境美化参加計画書

清掃奉仕にご賛同いただき、ありがとうございます。計画書は、4月28日（木）までに提出をお願いします。

「レッツ・クリーン」環境美化

　道路沿い、公園、河川敷などのポイ捨てごみをなくすため、市内全域の大掃除を実施します。快適な生活環境を
守るため、地域ぐるみで一斉に身の回りの環境美化を行いましょう。

　レッツ・クリーン期間に清掃活動にご協力いただける団体やグループ、事業所を募集します。（期間は多少前後し
ても構いません）　※昨年は120団体、約4000人の参加をいただきました。
■募集期間： 4月13日（水）～28日（木）
■申込書類：①計画書　②地図（清掃場所を記入ください。）
■実施方法：
　　　ごみの分け方　　配付するごみ袋に分別して入れてください。
　　　ごみの処理方法　①自己処理→ごみ収集日に自分で分別して出す場合。
　　　　　　　　　　　　　　　　　それぞれの収集日に自治会等で決められた場所（集積所等）に出してください。
　　　　　　　　　　　②個別収集→ ごみを近所の集会所等にまとめて集めておく場合。
　　　　　　　　　　　　　　　　　集積場所を前もって届け出てください。収集に伺います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 収集は平日のみです。（5月8日（日）の午前中は収集に伺いますので、午前

10時までに届け出た場所に出してください）
　　　　　　　　　　　③ 自己搬入→自分で市のごみ処理施設へ持ち込む場合。
　　　　　　　　　　　　　　　　　下記の持ち込み先に搬入してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　※5月8日（日）は午前中に搬入してください。
　　　　　　　　　　　持ち込み先　▶鴨島：環境センター　☎㉔5697
　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 5月8日（日）の午前中または平日の午前9時から午後4時の間に持ち込んで

ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　▶ 川島町・山川町・美郷：川島リサイクルセンターまたは山川不燃物処理場

☎425333
　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 5月8日（日）の午前中または第2月曜日、第4日曜日の午前9時から午後4時

の間に持ち込んでください。
■ 申込方法・提出先：計画書と地図を環境企画課（市役所2階）または支所地域課（川島・山川・美郷）に提出してく
ださい。ファクシミリ、Ｅメールで同等の内容を環境企画課にお送りいただいても結構です。計画書は市のホー
ムページ（http://www.city.yoshinogawa.lg.jp）からダウンロードすることができます。

※ごみ袋は、環境企画課（市役所2階）、支所地域課（川島・山川・美郷）でお渡ししますので、必要枚数を申し出てください。

※小雨時は決行します。

●問い合わせ　市環境企画課　☎㉒2230 FAX ㉒2247 Ｅメール: kankyou@city.yoshinogawa.lg.jp

実施団体／名称

所 在 地

連 絡 者 名 ごみ袋排出予定数 袋

電 話 個別収集の場合
ご み 集 積 場 所

参 加 予 定 人 数 人 自己搬入の場合
持 ち 込 み 先

実 施 日 時 月　　日（　  ）　   時　～　  時 個別収集および自己搬入の場合
ご み 排 出 日 時 月　　日（ 　 ）　  時

処理方法（いずれかに○をつけてください。）
　□ ①自己処理→分別して指定収集日自治会等で決められた場所（集積所等）に出してください。
　□ ②個別収集→集積場所および排出日時を上記に記入してください。
　□ ③自己搬入→持ち込み先および持ち込む日時を上記に記入してください。

昨年のレッツ・クリーンの様子



　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
額
は
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比

べ
て
15
％
増
の
２
０
８
億
６
６
８

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
共
事
業
費
に
対
す
る
財
源
は
、

国
の
財
政
支
援
が
あ
る
合
併
特
例

債
を
積
極
的
に
活
用
し
、
そ
の
他

の
財
源
不
足
に
は
、
財
政
調
整
・

減
債
両
基
金
か
ら
、
計
11
億
円
を

繰
り
入
れ
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　

主
な
増
加
要
因
は
、
子
ど
も
手

当
や
生
活
保
護
費
な
ど
の
社
会
保

障
関
係
経
費
の
増
額
、
庁
舎
増
築

棟
建
設
事
業
な
ど
に
加
え
、
消
防

団
詰
所
整
備
事
業
な
ど
の
新
規
事

業
着
手
に
伴
う
事
業
費
の
増
額
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
財
政

安
定
化
の
た
め
の
操
出
金
の
増
額

な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
市
民
生
活
に
深
く
か
か

わ
る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、

緊
急
雇
用
対
策
事
業
の
積
極
的
な

活
用
や
、
新
た
に
病
児
・
病
後
児

保
育
事
業
、
幼
保
再
編
構
想
策
定

事
業
、学
校
再
編
に
向
け
た
調
査
・

研
究
事
業
、
耕
作
放
棄
地
対
策
事

業
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
事
業
な
ど
に
着
手
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
簡
素
で
効
率
的
な
行

財
政
運
営
を
め
ざ
し
、
給
食
セ
ン

タ
ー
運
営
民
間
委
託
事
業
や
ほ
た

る
館
の
指
定
管
理
制
度
の
導
入
、

借
入
金
の
計
画
的
な
繰
上
償
還
の

実
施
な
ど
、
行
財
政
基
盤
の
強
化

を
図
る
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

◎
市
税

　

景
気
低
迷
や
地
価
下
落
に
よ
り
、

個
人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
（
土

地
）
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
反
面
、

法
人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
（
家

屋
）
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

前
年
度
比
0.3
％
増
の
39
億
８
４
０

４
万
７
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

◎
地
方
交
付
税

　

社
会
保
障
費
の
増
や
国
の
財
政

対
策
を
踏
ま
え
、
前
年
度
比
7.4
％

増
の
65
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

◎
県
支
出
金

　

緊
急
雇
用
創
出
事
業
補
助
金
の

増
額
等
に
よ
り
、
前
年
度
比
12.6
％

増
の
11
億
８
７
６
２
万
４
千
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

◎
市
債

　

投
資
的
経
費
の
増
額
な
ど
に
伴

い
、
前
年
度
比
89.8
％
増
の
40
億
７

４
６
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す

が
、
国
の
財
政
支
援
が
あ
る
合
併

特
例
債
と
地
方
交
付
税
の
振
り
替

え
と
な
る
臨
時
財
政
対
策
債
が
ほ

と
ん
ど
を
占
め
る
た
め
、
実
質
的

な
市
の
負
担
額
は
約
９
億
３
４
０

０
万
円
程
度
と
な
る
見
込
み
で
す
。

の
36
億
７
６
１
６
万
５
千
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

◎
公
債
費

　

繰
上
償
還
金
１
億
６
９
２
８
万

８
千
円
を
含
め
、
前
年
度
比
9.0
％

増
の
24
億
５
９
８
３
万
５
千
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

　

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
を

合
わ
せ
た
義
務
的
経
費
は
、
97
億

７
９
１
９
万
２
千
円
と
な
り
予
算

総
額
に
占
め
る
割
合
は
46.9
％
と
な

歳入 208億6,680万円

歳入

自主財源
29.5％

依存財源
70.5％

市税
39億8,404万7,000円
（19.1%）

その他
（分担金および負担
金・使用料および手
数料・財産収入・繰
越金・諸収入）
10億6,257万
6,000円
（5.1%）

繰入金
11億600万円
（5.3%）地方交付税

65億円
（31.2%）

地方譲与税・
各種交付金
7億83万9,000円
（3.3%）

県支出金
11億8,762万4,000円（5.7%）

市債
40億7,460万円
（19.5%）

国庫支出金
22億5,111万4,000円
（10.8%）

歳出

義務的経費
（46.9％）

その他
（40.0％）

投資的経費
（13.1％）

人件費
36億4,319万2,000円
（17.5%）

扶助費
36億7,616万
5,000円
（17.6%）

公債費
24億5,983万5,000円
（11.8%）

投資的経費
27億3,458万4,000円（13.1%）

物件費
23億6,039万4,000円
（11.3%）

維持補修費
1億2,266万8,000円
（0.6%）

補助費等
24億7,252万
3,000円
（11.8%）

投資および出資金・
貸付金、積立金
5億1,083万2,000円
（2.5%）

繰出金
28億5,660万7,000円（13.7%）

予備費　3,000万円（0.1％）
歳出 208億6,680万円

　

主
な
収
入（
歳
入
）

　

一 
般 
会 
計

◎
人
件
費

　

職
員
の
削
減
（
13
人
）
等
に
よ

り
、
前
年
度
比
4.1
％
減
の
36
億
４

３
１
９
万
２
千
円
を
計
上
し
ま
し

た
。

◎
扶
助
費

　

子
ど
も
手
当
、
生
活
保
護
費
な

ど
の
社
会
保
障
費
関
連
経
費
の
増

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
11.5
％
増

平
成
23
年
度 

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

❽2011年（平成23年）4月13日

広報よしのがわ

　

主
な
支
出（
歳
出
）



市民1人当たりの税負担　88,660円
　市税（39億8,404万7千円）
　　　　　　　÷人口（44,936人）で換算

り
、
前
年
度
比
4.5
％
増
と
な
り
ま

し
た
。

◎
投
資
的
経
費

　

庁
舎
増
築
棟
整
備
事
業
や
給
食

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
の
本
格
化
に

伴
う
増
額
に
加
え
、
本
年
度
は
新

た
に
消
防
団
詰
所
整
備
事
業
な
ど

の
新
規
事
業
に
着
手
す
る
た
め
、

前
年
度
比
99.7
％
増
の
27
億
３
４
５

８
万
４
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

◎
そ
の
他
の
経
費

　

緊
急
雇
用
対
策
事
業
の
増
額
や
、

徳
島
中
央
広
域
連
合
消
防
本
部
・

東
消
防
署
庁
舎
整
備
事
業
の
本
格

化
に
伴
う
補
助
費
等
の
増
額
に
加

え
、
本
年
度
は
新
た
に
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増

額
に
よ
り
、
そ
の
他
経
費
全
体
で

前
年
度
比
12.6
％
増
の
83
億
５
３
０

２
万
４
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

市民１人あたりに換算すると！

家計簿にたとえると

支出総額　　　　　464,367円
　歳出総額（208億6,680万円）
　　　　　　÷人口（44,936人）で換算

❾ 2011年（平成23年）4月13日

広報よしのがわ

　市の財政状況をより分かりやすくお伝えするため、平成23年度の一般会計当初予算を、家計簿にたとえ
てみました。
　ここでは、一般会計当初予算208億6,680万円を1/10,000に縮小した、約208万7千円を一年間の収入と
して計算しています。

よしのがわ家の収入よしのがわ家の支出

平成23年度
年間支出
208万7千円

平成23年度
年間収入
208万7千円

給料
39万8千円
（19.1％）

生活費
60万円
（28.8％）

子どもへの
仕送り

自治会費、
加入組合費
など

医療・介護・
教育費

36万8千円
（17.6％）

ローン返済
24万6千円
（11.8％）

銀行からの借入
40万7千円
（19.5％）

親からの仕送り
106万5千円
（51.0％）

パート収入
4万4千円（2.1％）

雑収入
2万7千円
（1.3％）
資産の売
り払いなど
5千円
（0.3％）
前年からの
繰越金
3万円（1.4％）

預金の取り崩し
11万1千円（5.3％）家の増改築など

27万4千円（13.1％）
家や車の維持修繕
1万2千円（0.6％）

雑支出
4千円（0.2％）

定期預金
　5万円（2.4％）

28万6千円
（13.7％）

24万7千円
（11.8％）

区　　分 金　額 構成比 対応する予算
生活費 600,000 28.8% 人件費、物件費
ローン返済 246,000 11.8% 公債費
家の増改築など 274,000 13.1% 投資的経費
家や車の維持修繕 12,000 0.6% 維持修繕費
子どもへの仕送り 286,000 13.7% 繰出金
自治会費、加入組合費など 247,000 11.8% 補助費等
医療・介護・教育費 368,000 17.6% 扶助費
雑支出 4,000 0.2% 投資及び出資金・貸付金、積立金
定期預金 50,000 2.4% 積立金

合　　計 2,087,000 100.0%

支出 （単位：円）

※ 平成23年１月１日現在の吉野川市の人口
（44,936人）

区　　分 金　額 構成比 対応する予算

自主
（29.5％）

給料 398,000 19.1% 市税
パート収入 44,000 2.1% 使用料・手数料、分担金
雑収入 27,000 1.3% 寄付金、諸収入
資産の売り払いなど 5,000 0.3% 財産収入
前年からの繰越金 30,000 1.4% 繰越金
預金の取り崩し 111,000 5.3% 繰入金

依存
（70.5％）

親からの仕送り 1,065,000 51.0% 地方交付税、国・県支出金、地方譲与税など
銀行からの借入 407,000 19.5% 市債
合　　計 2,087,000 100.0%

収入 （単位：円）



※
新
は
、
新
規
事
業

【
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育

成
】

　

次
世
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も

が
健
や
か
に
生
ま
れ
、
家
庭
や
地

域
の
中
で
安
全
に
す
く
す
く
育
つ

環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

新
病
児
・
病
後
児
保
育
委
託
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

９
９
０
万
円

新
新
幼
保
再
編
構
想
策
定
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
万
円

○
子
ど
も
手
当
事
業

　
　
　
　
　

７
億
７
９
９
３
万
円

○
児
童
扶
養
手
当
事
業

　
　
　
　
　

２
億
１
８
１
３
万
円

○
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
運
営
事
業　

１
１
６
５
万
円

○
出
産
祝
金
給
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
万
円

○
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業

　
　
　
　
　

１
億
３
２
７
４
万
円

○
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　

４
６
４
５
万
円

【
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
】

　

防
災
意
識
の
醸
成
を
図
る
と
と

も
に
、
南
海
・
東
南
海
地
震
等
に

備
え
る
た
め
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。　

新
消
防
団
詰
所
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

８
３
０
０
万
円

新

防
災
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
整
備
検

討
事
業　
　
　
　

１
０
５
万
円

新
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（J-A
LERT

）
連
携
メ
ー
ル
配
信

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
０
万
円

○
徳
島
中
央
広
域
連
合
本
部
・
東

消
防
署
庁
舎
建
設
事
業
に
対
す
る

分
賦
金　
　

３
億
８
６
９
５
万
円

○
公
共
施
設
耐
震
診
断
・
改
修
事

業　
　
　
　
　
　

１
億
３
４
万
円

○
自
主
防
災
組
織
育
成
補
助
金

４
０
０
万
円

○
木
造
住
宅
耐
震
診
断
支
援
事
業

１
８
５
３
万
円

【
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
ま

ち
づ
く
り
】

　

優
し
さ
と
思
い
や
り
、
た
く
ま

し
さ
、
郷
土
へ
の
愛
着
心
を
は
ぐ

く
む
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
教
育

や
、
一
人
一
人
の
才
能
や
個
性
を

伸
ば
し
、
創
造
性
に
富
む
子
ど
も

の
育
成
を
め
ざ
し
、
健
全
か
つ
安

全
な
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
ま

す
。

新
学
校
再
編
に
向
け
た
調
査
・
研

究
事
業　
　
　
　
　

３
２
０
万
円

○
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

　
　
　
　
　

11
億
９
７
５
０
万
円

○
教
育
施
設
等
耐
震
診
断
・
改
修

事
業　
　
　
　
　

２
５
７
２
万
円

○
適
応
指
導
教
室
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
３
万
円

○
特
別
支
援
教
育
支
援
員
配
置
事

業　
　
　
　
　
　

１
３
９
７
万
円

○
船
窪
オ
ン
ツ
ツ
ジ
群
落
調
査
事

業　
　
　
　
　
　
　

１
６
６
万
円

○
地
域
文
化
保
護
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
７
２
万
円

○
体
育
振
興
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
５
６
０
万
円

【
健
康
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
】

　

地
域
社
会
の
中
で
、
誰
も
が
健

康
で
明
る
く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
ふ
れ
あ
い
と

連
帯
感
あ
ふ
れ
る
ぬ
く
も
り
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

新
働
く
世
代
へ
の
大
腸
が
ん
検
診

推
進
事
業　
　
　
　

３
０
５
万
円

新
Ｄ
Ｖ
対
策
自
立
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

○
高
齢
者
福
祉
事
業　

　
　
　
　
　
　
　

２
０
７
０
万
円

○
長
寿
祝
賀
事
業　

７
２
２
万
円

○
障
害
者
福
祉
事
業

　
　
　
　
　

８
億
９
３
６
９
万
円

○
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
対

策
事
業　
　

１
億
３
７
８
４
万
円

○
母
子
保
健
事
業

　
　
　
　
　
　
　

４
２
３
６
万
円

【
利
便
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
】

　

自
然
災
害
や
火
災
、
事
件
・
事

故
等
に
備
え
る
た
め
、
道
路
整
備

や
安
全
施
設
整
備
を
進
め
、
市
民

生
活
の
安
全
性
、
利
便
性
、
快
適

性
に
重
点
を
置
い
た
基
盤
整
備
を

図
り
ま
す
。

新
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
事
業　
　
　
　
　

７
０
０
万
円

○
巡
回
バ
ス
運
行
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
８
５
万
円

○
福
祉
タ
ク
シ
ー
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
８
万
円

○
交
通
安
全
対
策
事
業 

　
　
　
　
　
　
　
　

９
０
０
万
円 

○
道
路
河
川
等
整
備
事
業

　
　
　
　
　

２
億
７
６
２
９
万
円

【
環
境
を
大
切
に
す
る
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
】

　

地
域
の
環
境
づ
く
り
や
地
球
環

境
の
保
全
に
向
け
た
諸
施
策
を
推

進
し
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を
め

ざ
し
、
自
然
や
環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○
ご
み
減
量
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
４
８
７
万
円

○
一
般
廃
棄
物
処
理
事
業

　
　
　
　
　

１
億
６
２
９
７
万
円

【
地
域
の
活
性
化
】

　

環
境
、
景
観
、
地
域
の
特
性
な

ど
に
着
目
し
、
潤
い
に
満
ち
た
や

す
ら
ぎ
の
あ
る
生
活
空
間
を
整
備

し
、
人
に
優
し
く
潤
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

平
成
23
年
度 

当
初
予
算
の
重
点
項
目

子育て支援センターでは、さまざま
な催しが行われています

船窪つつじ公園

平平平
成成成
平
成
2222222233333323
年年年
度度度
年
度
当当当当当当当
初初初初初初初初
予予予予予予予
算算算算算算算
のののののの
重重重重重重重重
点点点点点点点
項項項項項項項項
目目目

当
初
予
算
の
重
点
項
目

102011年（平成23年）4月13日

広報よしのがわ

老朽化に伴い整備される、鴨島方面第７
分団詰所



　

市
に
は
、
一
般
会
計
と
は
別
に
、

特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、
特

定
の
歳
入
歳
出
を
一
般
会
計
の
歳

入
歳
出
と
区
別
し
て
処
理
す
る
た

め
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な

ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
一
般
会
計

と
は
別
に
特
別
会
計
と
い
わ
れ
ま

す
。

　

特
に
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

は
、
経
常
的
な
財
源
不
足
に
対
応

す
る
た
め
、
国
保
税
改
正
に
よ
り

１
億
１
２
５
０
万
円
の
税
収
増
を

見
込
む
一
方
で
、
国
保
財
政
の
安

定
的
な
運
営
を
図
る
た
め
に
、
一

般
会
計
か
ら
前
年
度
比
３
億
５
６

２
３
万
９
千
円
増
の
６
億
７
６
８

３
万
９
千
円
を
繰
り
入
れ
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計

以
外
に
、
独
立
採
算
を
原
則
と
し
、

企
業
的
な
事
業
を
行
う
水
道
事
業

会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

各
会
計
の
予
算
額
は
次
の
と
お

り
で
す
。

市
企
画
財
政
課　
☎
㉒
２
２
２
１

特
別
会
計
・
企
業
会
計

を
図
り
ま
す
。

新
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
民
間
委
託

事
業　
　
　
　
　

５
９
４
１
万
円

○
庁
舎
整
備
事
業

　
　
　
　
　

８
億
６
０
６
０
万
円

○
指
定
管
理
制
度
導
入
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

９
３
２
万
円

【
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付

金
事
業
お
よ
び
緊
急
雇
用
創
出
事

業
の
主
な
も
の
】

１　

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交

付
金
事
業

①
既
存
市
有
建
築
物
の
予
防
保
全

調
査
業
務　
　
　
　

５
８
７
万
円

②
ふ
る
さ
と
も
て
な
し
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
事
業　
　
　
　

７
１
７
万
円

③
保
育
所
雇
用
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

６
１
１
万
円

２　

緊
急
雇
用
創
出
事
業

①
農
商
工
連
携
産
業
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業　
　
　
　
　
　

２
３
５
万
円

②
吉
野
川
市
簡
易
水
道
固
定
資
産

台
帳
整
備
事
業　
　

７
１
２
万
円

③
吉
野
川
市
備
品
台
帳
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

４
９
２
万
円

④
下
水
道
水
洗
化
普
及
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

４
１
８
万
円

⑤
市
道
ク
リ
ー
ン
作
戦
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

４
５
６
万
円

⑥
木
造
住
宅
耐
震
診
断
戸
別
訪
問

推
進
事
業　
　
　
　

５
３
５
万
円

⑦
生
活
環
境
み
ま
わ
り
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

８
５
６
万
円

⑧
学
校
の
再
編
に
向
け
た
調
査
・

研
究
事
業　
　
　
　

２
９
５
万
円

⑨
下
水
道
供
用
開
始
区
域
内
土
地

利
用
現
況
調
査
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

４
５
０
万
円

３　

重
点
分
野
雇
用
創
出
事
業

①
健
康
増
進
事
業　

４
８
６
万
円

②
「
キ
レ
イ
の
さ
と
美
郷
」
推
進

事
業　
　
　
　
　
　

９
７
０
万
円

③
生
活
環
境
は
つ
ら
つ
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

７
２
７
万
円

④
中
心
市
街
地
に
お
け
る
観
光
資

源
等
開
発
事
業　
　

３
２
０
万
円

⑤
農
業
基
礎
調
査
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
７
２
万
円

⑥
生
活
環
境
さ
わ
や
か
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

５
８
２
万
円

⑦
生
活
習
慣
病
予
防
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
２
５
万
円

⑧
耕
作
放
棄
地
対
策
委
託
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

４
４
８
万
円

新
耕
作
放
棄
地
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
３
３
４
万
円

新
美
郷
物
産
館
環
境
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

８
０
０
万
円

○
地
域
振
興
基
金
造
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
億
円

○
自
治
振
興
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
８
４
４
万
円

○
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

５
２
２
４
万
円

○
森
林
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

７
２
８
５
万
円  

○
商
工
業
振
興
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

８
２
９
万
円

○
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
２
０
万
円

○
観
光
振
興
事
業

　
　
　
　
　
　
　

３
８
４
８
万
円

【
効
率
的
な
行
財
政
基
盤
の
確
立
】

　

簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営

を
め
ざ
し
、
行
財
政
基
盤
の
強
化 美郷物産館

4月から指定管理者制度が導入される
美郷ほたる館
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問
い
合
わ
せ

会　計　名 平成23年度
予算額

国民健康保険特別会計 4,903,384
後期高齢者医療特別会計 519,467
介護保険特別会計 4,591,175
公共下水道事業特別会計 962,092
特定環境保全公共下水道事業特別会計 429,559
農業集落排水事業特別会計 167,826
簡易水道事業特別会計 68,382
川島財産区特別会計 245

特別会計 （単位：千円）

会　計　名 平成23年度
予算額

水道事業
会　　計

収益的収入および支出
収入 526,310
支出 515,086

資本的収入および支出
収入 106,203
支出 345,303

企業会計 （単位：千円）
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上・下水道料金の一体徴収が始まります！
　吉野川市では、平成23年６月から、これまで別々に請求していた「水道料金」と「下水道
使用料」を『上下水道料金』として合算し、請求させていただく一体徴収を開始します。
　今回は一体徴収実施に伴ういくつかの変更について説明します。

　　６月から水道料金と下水道使用料を『上下水道料金』として振替します。
　①口座振替日の変更

　 　６月から発送する納付書の様式を『上下水道料金』として合算（内訳として水道料金・下
水道使用料の金額を記載）した納付書に変更します。

　 　５月からお届けする検針票の様式を『上下水道料金』として表記するとともに、内訳とし
て水道料金と下水道使用料の金額を記載した様式に変更します。

　　※検針票の見方が分からない場合は、水道課までお問い合わせください。

 　　　　　　　場　所：吉野川市役所山川庁舎２階西側（階段上がってすぐ東）
　　　　　　　連絡先：☎ 42３１９９　FAX 42６８００（水道課と同じ）
　　※ 上記のとおり４月以降は、上下水道料金のお問い合わせ等については、水道課にて対応

しますので、お間違えのないようお願いします。

※４月は異動等もあり、入居、退居が多い時期でもあります。
　 上下水道の開始ならびに変更、中止、廃止につきましては手続きが必要です。お近くの支所
地域課（鴨島・川島・美郷）または水道課（山川庁舎２階）で手続きをしてください。
　変更日前に手続きができない場合は、事前に水道課まで電話等でご連絡ください。

　②通帳に記載される振替名の変更

　　※６月以降は、振替金額の口座への入金は14日以前にお願いします。

　　※ 水道または下水道のどちらか一つしか利用されていないお客様も、通帳には　『上下水
■月分』（ゆうちょ銀行）または『ジョウゲスイ■ガツ』（ゆうちょ以外の金融機関）　と記載
されます。

◆それぞれ別々に記載 ◆上記どちらかの振替名を記載

★「口座振替」の場合

★「納付書払い」の場合

★検針票（使用水量・料金のお知らせ）の様式変更について

★上下水道料金総合窓口の開設について

◎ここが変わります

平成23年5月まで
毎月19日

平成23年5月まで
スイドウリョウキン
ゲスイドウシヨウリョウ

平成23年6月から ◎通帳に記載できる振
替文字数は金融機関に
より若干異なります。

上下水■月分(ゆうちょ銀行）
ジョウゲスイ■ガツ（ゆうちょ以外）

平成23年6月から
毎月15日 （土・日・祝日の場合は翌営業日）

●問い合わせ　市水道課　☎423199
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総合計画後期基本計画を策定総合計画後期基本計画を策定
　市は、平成18年度から平成27年度までの10年間で行う施策の大綱を定めた「基本構想」と、この施策の大綱
を実現していくための前期５年間の具体的指針を定めた「基本計画」を策定し、めざすべき将来像「世代を越えて、
夢紡ぐまち」の実現に向けて取り組みを進めてきました。
　このたび、前期基本計画期間の終了を迎え、「後期基本計画（平成23～27年度）」を策定しました。
　総合計画は、次の６つの項目で構成されています。

○住民参加の推進
　 　住民が自らの判断と責任において地域の諸課題に
取り組むことができる協働型のまちづくりをめざし
ます。

○住民の交流・連携の促進
　 　市内における地区間・住民間の交流を推進します。
市外からの交流人口・定住人口の増加を図るため、
結婚、子育てなどへの支援を検討します。

○道路網の整備
　 　住民の日常生活の基盤として、利便性と安全性を
考慮した道路・橋りょう整備を計画的に実施すると
ともに人にやさしい道路づくりをめざします。

○公共交通の充実
　 　住民生活の移動手段である公共交通については、
地域の実情に即した輸送サービスの実現に必要とな
る事項を協議し、公共交通の維持に努めます。

○交通拠点への立地誘導
　 　「吉野川市都市計画マスタープラン」の策定を通じ
て、全市的観点から市街地及び平坦地の集落にふさ
わしい、今後の土地利用のあり方を検討します。
○ＩＴ基盤の整備
　 　市の公共施設を結ぶ情報通信基盤を活用して、電
子申請や河川監視カメラによる水位情報など行政情
報の提供を行い、民間により整備された情報化社会
のメリットを十分に享受できるよう努めます。
○地積調査の活用と情報システムの整備
　 　データ化された地籍情報を効率的に管理・活用す
るため、地図情報システムを複数の業務で利用でき
るよう検討します。
　 　また、教育情報や防災情報の提供をより効率的か
つ的確に進めるために、既存システムの見直しや新
しい情報システムの構築に向けた検討を進めます。

　項目ごとの主な内容について、今月からシリーズで紹介します。

① 市民が生き生きと活動する利便性の高いまちをめざして   ② 健康で快適に暮らせる地域をめざして
③ 活力ある産業の振興をめざして　　　　　　　　　　　　④ 豊かな人間性をはぐくむ地域をめざして
⑤ ゆとりとふれあいの生活環境の形成をめざして　　　　　⑥ スリムで効率的な行財政基盤の確立をめざして

① 市民が生き生きと活動する利便性の高いまちをめざして（概要）

総合計画後期基本計画は、ホームページで御覧いただけます。 http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/
●問い合わせ先　市企画財政課企画政策係　☎㉒2221

　「ふるさと納税」とは、吉野川市に対して実際に税金を納めること
ではなく、寄附をしていただくことをいいます。寄附していただいた
金額の一部が本来納めるべき税金から控除されることにより、結果
的に吉野川市に納税するのとほぼ同じ効果（市の収入）になります。
　税控除には上限がありますが、住民税所得割額の１割相当額まで
の寄附金であれば、２千円を超える額が所得税で、５千円を超える額
が住民税でそれぞれ控除の対象となります。
　吉野川市で生まれ、育った方だけに限らず、吉野川市を第２のふる
さと、心のふるさとと思ってくださる方も「ふるさと納税」できます。
　詳しくは、市企画財政課（寄附金の手続き関係）または市税務課
（税控除関係）までお問い合わせいただくか、市ホームページをご
覧ください。

あなたの思いが生かせます
ふるさと納税のご案内

⑤確定申告

①寄附のお申し込み
吉野川市

住所地管轄の税務署

⑥税の控除

③お振り込み

②納付書の送付または
　口座番号の通知

④受領書などの送付

吉野川市を応援
してくださる方

吉野川市に縁（ゆかり）のある市外在住のお知り合いにお伝えください。吉野川市に縁（ゆかり）のある市外在住のお知り合いにお伝えください。吉野川市に縁（ゆかり）のある市外在住のお知り合いにお伝えください。

■市企画財政課 ☎㉒2221　■市税務課 ☎㉒2215
■ホームページ　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/
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２
月
27
日
、
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
市
橋
有
里
さ
ん
、
市
河
麻

由
美
さ
ん
を
迎
え
、
第
10
回
吉
野

川
市
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
が
鴨
島
運
動
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

吉
野
川
沿
い
の
堤
防
を
コ
ー
ス

と
し
、
県
内
外
か
ら
１
４
８
７
人
、

小
学
生
か
ら
80
歳
ま
で
の
ラ
ン
ナ

ー
が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

 

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

男
子
16
〜
39
歳　
　
　
　
　
　

１
位　

石
川　

佳
彦
（
鳴
門
市
）  

２
位　

山
崎　

優
希
（
兵
庫
県
）  

３
位　

坂
口　

博
信
（
那
賀
町
）  

男
子
40
歳
以
上              

１
位　

湯
口　

武
夫
（
阿
南
市
）  

２
位　

鮎
川　

進  （
吉
野
川
市
）

３
位　

山
本　

孝
治
（
藍
住
町
）  

女
子
16
〜
39
歳            

１
位　

岩
佐　

尚
代
（
阿
波
市
）  

２
位　

佐
藤　

祐
子（
吉
野
川
市
）

３
位　

原
田　

佳
那
（
徳
島
市
）  

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

吉
野
川
市
リ
バ
ー
サ
イ

ド
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

たくさんのランナーが、健脚を競いました

女
子
40
歳
以
上              

１
位　

奥
谷　

和
美
（
徳
島
市
）  

２
位　

山
口　

由
紀
（
石
井
町
）  

３
位　

松
英
由
起
子
（
徳
島
市
）  
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男
子
16
〜
39
歳

１
位　

佐
々
井
良
輔
（
藍
住
町
）

２
位　

北
島　

圭
輔
（
石
井
町
）

３
位　

鈴
木　

正
則
（
愛
媛
県
）

男
子
40
歳
以
上

１
位　

河
内　

勇
人
（
愛
媛
県
）

２
位　

加
藤　

一
郎
（
愛
知
県
）

３
位　

井
川　

誠　

  （
愛
媛
県
）

女
子
16
〜
39
歳

１
位　

阿
利　

美
咲（
吉
野
川
市
）

２
位　

友
近
由
紀
子
（
愛
媛
県
）

３
位　

中
西
佑
三
子
（
香
川
県
）

女
子
40
歳
以
上

１
位　

岡
澤　

久
美
（
藍
住
町
）

２
位　

須
原　

康
代（
小
松
島
市
）

３
位　

森
本　

光
枝（
吉
野
川
市
）

 

３
㎞

吉田幸さん

男
子
中
学
生

１
位　

熊
井　

現    

（
徳
島
市
）

２
位　

熊
井　

康    

（
徳
島
市
）

３
位　

伊
藤　

彰
秀
（
兵
庫
県
）

女
子
中
学
生

１
位　

多
田　

朱
里（
吉
野
川
市
）

２
位　

徳
丸
紗
弥
花（
吉
野
川
市
）

３
位　

後
藤
ゆ
き
子
（
神
山
町
）

男
子
小
学
生
４
〜
６
年
生

１
位　

高
田　

稜　
（
小
松
島
市
）

２
位　

松
下　

稜 　
（
三
好
市
）

３
位　

廣
谷　

琢
磨
（
兵
庫
県
）

女
子
小
学
生
４
〜
６
年
生

１
位　

是
澤　

恵
夢
（
愛
媛
県
）

２
位　

河
内
彩
衣
琉
（
愛
媛
県
）

３
位　

佐
藤　

亜
美（
吉
野
川
市
）

　

２
月
５
日
に
川
島
町
学
の
和
泉

ゼ
ン
さ
ん
、
２
月
28
日
に
鴨
島
町

牛
島
の
吉
田
幸
さ
ん
が
百
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
、
市
や
県
か
ら

祝
い
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

和
泉
さ
ん
は
、

夫
と
長
男
を
早
く

に
亡
く
し
た
た
め
、

一
家
の
大
黒
柱
と

し
て
家
族
を
支
え

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
、４
年
前
に
体
調
を
崩
す
ま

で
は
、
得
意
の
バ
ラ
寿
司
を
家
族

に
振
る
舞
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
孫
や
ひ
孫
の
こ
と
が
生
き

が
い
で
、
み
ん
な
の
成
長
が
楽
し

　

第
７
回
全
国
小
学
生
タ
グ
ラ
グ

ビ
ー
選
手
権
大
会
の
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
で
３
連
覇
し

た
川
田
西
小
レ
ッ
ド

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
は
、

２
月
26
日
・
27
日
に

東
京
秩
父
宮
ラ
グ
ビ

ー
場
で
行
わ
れ
た
決

勝
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。

　

第
１
日
目
の
予
選

リ
ー
グ
は
、
３
敗
で

予
選
プ
ー
ル
４
位
と

な
り
ま
し
た
が
、
徐
々
に
レ
ッ
ド

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ら
し
い
プ
レ
ー
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

川
田
西
小
学
校
レ
ッ
ド
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
決
勝
大
会
出
場

　

第
２
日
目
の
シ
ー
ル
ド
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
戦
は
、
新
潟
・
五
泉
小
学

校
連
合
（
北
関
東
）
に
５
―
４
で

勝
ち
、
優
勝
を
か
け
て
魚
沼
市
立

吉
島
・
道
下
小
学
校
（
北
陸
）
と

対
戦
し
ま
し
た

が
、
５
―
８
で

惜
し
く
も
敗
れ
、

２
位
と
な
り
ま

し
た
。

　

全
国
か
ら
強

豪
が
集
ま
り
、

年
々
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
す
る
中
、

大
舞
台
で
力
を

出
し
切
り
、
大

好
き
な
タ
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
た
選
手
達
は
す
が
す
が
し
い
気

持
ち
で
秩
父
宮
を
後
に
し
ま
し
た
。

み
と
の
こ
と
。

　

吉
田
さ
ん
は
、
読
書
が
趣
味
で

３
年
前
ま
で
は
、
よ
く
県
立
図
書

館
ま
で
汽
車
で
出
か
け
て
行
き
、

本
を
借
り
て
は
読
書
を
し
て
い
た

ほ
ど
で
、
特
に
歴
史
小
説
が
好
き

と
の
こ
と
。
長
寿
の
秘ひ

訣け
つ

は
『
く

よ
く
よ
し
な
い
こ
と
と
家
に
こ
も

ら
な
い
こ
と
』
だ
そ
う
で
す
。

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
30
人
（
女
性
27
人
男
性
３

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

東京秩父宮ラグビー場をバックに、記念撮影

和泉ゼンさん
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平
成
22
年
12
月
16
日
か
ら
平
成

23
年
１
月
30
日
の
間
に
、
川
島
城

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ル
ー
ム
で
開
催
さ
れ

た
、
第
１
回
吉
野
川
市
内
風
景
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
受
賞
作
品
が

次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

美
郷
梅
の
花
ま
つ
り
（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
開
催
中
の
２
月
26

日
、
美
郷
ふ
れ
あ
い
公
園
を
発
着

点
に
し
た「
梅
の
花
見
ウ
ォ
ー
ク
」

が
開
催
さ
れ
、
梅
の
花
の
香
り
が

た
だ
よ
う
中
を
、
家
族
連
れ
な
ど

●
最
優
秀
賞　

　

作
品
名「
晩
秋
の
母
衣
暮
露
の
滝
」

　

川
島
町　

住
友　

徳
さ
ん

●
優
秀
賞

●
優
秀
賞

●
特
別
賞

作品名「散歩道」
阿波市　佐藤　進さん

作品名「吉野川夕景」
川島町　住友　徳さん

作品名「月光」
川島町　阿部和剛さん

吉
野
川
市
内
風
景

　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

梅の花の下でお弁当！

吉野川市が徳島県交通安全対策協
議会表彰を受賞しました

美郷の春を満喫しました

※
累
計
は
平
成
23
年
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

火　　災
1
月 3件

累
計 3件

救急出動
1
月172件

累
計172件

平成23年３月１日現在

市民のうごき
　　　住民基本台帳（前月比）　外国人登録（前月比）
　計　　44,848人　 （－ 29）
　男　　21,248人　 （－ 12）
　女　　23,600人　 （－ 17）
世帯数　17,513世帯 （＋ 13）
※ 65歳以上人口
　　　計 12,926人　男 5,301人　女 7,625人

349人 （－14）
61人 （  　0）
288人 （－14）
326世帯 （－11）

〈人  権  相  談〉
４月14日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
４月19日㈫ 13：30～16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室
４月26日㈫ 13：30～16：00 山川庁舎　講堂
５月12日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
５月17日㈫ 13：30～16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室

〈行  政  相  談〉
４月14日㈭  9：00～12:00 市役所４階401会議室
４月21日㈭ 13：00～16：00 美郷庁舎２階会議室
５月２日㈪ 10：00～12：00 山川庁舎１階101会議室
５月10日㈫ 13：00～16：00 川島公民館会議室
５月12日㈭  9：00～12:00 市役所１階101会議室

〈司法書士会による無料法律相談〉
４月15日㈮ 10：00～12：00 市役所１階相談室
５月20日㈮ 10：00～12：00 市役所１階相談室

吉
野
川
市
が
徳
島
県
交
通

安
全
対
策
協
議
会
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た

約
７
０
０
人
が
散
策
を
楽
し
み
ま

し
た
。

  

参
加
者
は
２
㎞
か
ら
10
㎞
の
５

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
出
発
し
、
途

中
の
休
憩
所
で
は
接
待
な
ど
も
あ

り
、
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
中
、
思
い

思
い
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
お
弁
当
を

広
げ
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
ク
終
了
後
に
は
、
梅
干

し
の
種
飛
ば
し
大
会
、
ま
た
、
参

加
賞
と
し
て
美
郷
の
特
産
品
が
渡

さ
れ
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
美

郷
の
春
を
満
喫
し
、
笑
顔
が
絶
え

な
い
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

２
月
26
日
、
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー

ル
（
徳
島
市
）
で
、
交
通
安
全
の

成
果
に
顕
著
な
業
績
が
あ
っ
た
自

治
体
、
警
察
、
団
体
を
表
彰
す
る

た
め
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

吉
野
川
警
察
署
管
内
で
は
、
交

通
安
全
に
対
す
る
取
り
組
み
が
顕

著
な
た
め
、
管
内
の
自
治
体
で
あ

る
吉
野
川
市
ほ
か
、
各
交
通
安
全

関
係
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
団
体

吉
野
川
市
／
吉
野
川
市
交
通
安
全

協
会
／
交
通
安
全
母
の
会
吉
野
川

市
連
合
会
／
吉
野
川
市
地
域
交
通

安
全
活
動
推
進
委
員
協
議
会
／
吉

野
川
安
全
運
転
管
理
協
議
会
／
徳

島
県
高
齢
者
交
通
安
全
推
進
委
員

協
議
会
吉
野
川
支
部
／
吉
野
川
警

察
署

美
郷
で
花
見
ウ
ォ
ー
ク
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③
身
体
障
害
者
等
の
利
用
の
た
め
に
構

造
が
変
更
さ
れ
た
軽
自
動
車
等
（
車
い

す
移
動
車
等
）

必
要
な
も
の　

印
鑑
・
車
検
証
・
構
造

を
確
認
で
き
る
写
真
な
ど

※
平
成
23
年
度
の
減
免
申
請
期
限
は
、

５
月
24
日
㈫
で
す
。
期
限
以
降
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

市
税
務
課　

課
税
第
２
係☎

㉒
２
２
１
５

家
畜
伝
染
病
の
予
防

　

家
畜
伝
染
病
（
口こ
う

蹄て
い

疫
や
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
）
の
予
防
に
は
、
徹
底
し

た
消
毒
が
こ
れ
か
ら
も
必
要
で
す
。
消

石
灰
等
の
散
布
の
際
に
は
、
畜
舎
・
鶏

舎
の
近
く
に
お
住
ま
い
の
方
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

市
農
業
振
興
課　
　
　
☎
㉒
２
２
２
８

就
学
援
助
費
支
給
制
度

　

経
済
的
な
理
由
で
、
小
・
中
学
校
に

軽
自
動
車
税
の
減
免

　

次
の
軽
自
動
車
等
に
つ
い
て
は
、
申

請
す
る
と
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま

す
。

①
心
身
な
ど
に
障
害
の
あ
る
方
が
所
有

す
る
軽
自
動
車
等

（
本
人
運
転
の
場
合
）

必
要
な
も
の　

印
鑑
・
免
許
証
・
車
検

証
・
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

○
車
両
が
変
更
に
な
る
と
再
申
請
が
必

要
で
す
。

（
家
族
運
転
の
場
合
）

必
要
な
も
の　

印
鑑
・
免
許
証
・
車
検

証
・
身
体
障
害
者
手
帳
・
通
院
証
明
な
ど

○
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

②
心
身
な
ど
に
障
害
の
あ
る
方
の
家
族

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
（
18
歳
未
満
、

療
育
手
帳
該
当
の
方
）

必
要
な
も
の　

家
族
運
転
の
場
合
と
同

様
で
す
。

（
な
お
、
①
②
い
ず
れ
の
場
合
も
障
害

区
分
・
級
別
の
一
定
の
条
件
を
満
た
す

場
合
で
１
台
の
み
減
免
と
な
り
ま
す
。）

通
う
子
ど
も
に
義
務
教
育
を
受
け
さ
せ

る
こ
と
が
困
難
な
世
帯
に
、
学
校
教
育

に
必
要
な
費
用
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

援
助
の
対
象
は
、
保
護
者
の
う
ち
、

生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
要
保
護
者

（
生
活
保
護
者
）
に
準
ず
る
程
度
に
困

窮
し
て
い
る
世
帯
で
す
。

　

援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
就
学
援
助
費
支
給
に
つ
い
て

は
、
世
帯
の
所
得
状
況
等
に
よ
り
決
定

さ
れ
ま
す
。

各
小
・
中
学
校
ま
た
は
市
学
校
教
育
課

☎
42
４
１
１
４

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70

歳
か
ら
74
歳
の
方
（
現
役
並
の
所
得
の

あ
る
方
以
外
）
の
医
療
機
関
で
の
窓
口

負
担
は
、
４
月
１
日
か
ら
２
割
負
担
へ

見
直
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
見
直
し

を
１
年
間
凍
結
し
、
平
成
24
年
３
月
31

日
ま
で
負
担
割
合
を
１
割
に
据
え
置
く

こ
と
が
国
に
お
い
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
部
負
担
金
の
割
合
が
「
２
割
（
平

成
23
年
３
月
31
日
ま
で
は
１
割
）」
と

記
入
さ
れ
て
い
る
「
高
齢
受
給
者
証
」

は
、
ご
自
身
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

４
月
１
日
ま
で
に
、
改
め
て
延
期
後
の

負
担
割
合
を
記
入
し
た
「
高
齢
受
給
者

証
」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
ご
自
宅

の
住
所
に
届
い
て
い
な
い
方
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

市
国
保
年
金
課　

国
民
健
康
保
険
係

☎
㉒
２
２
１
３

行
政
相
談
委
員
の
紹
介

　

行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
の
委
嘱

に
よ
り
、
地
域
に
発
生
す
る
行
政
問
題

な
ど
の
相
談
に
対
し
必
要
な
助
言
を
し
、

ま
た
解
決
に
向
け
て
関
係
機
関
と
の
調

整
を
行
い
ま
す
。

　

任
期
は
平
成
23
年
度
か
ら
２
年
間
で
、

委
嘱
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

○
蔭
山　

昌
生
さ
ん
（
鴨
島
町
）

○
吉
川　

和
良
さ
ん
（
川
島
町
）

○
藤
森　

勲
さ
ん
（
山
川
町
）

○
猪
井　

幸
子
さ
ん
（
美
郷
）

市
総
務
課　
　
　
　
　
☎
㉒
２
２
３
１

70
歳
か
ら
74
歳
の
方
の
窓
口
負

担
見
直
し
の
延
期
（
国
保
）
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９
月
下
旬
に
金
婚
（
50
周
年
）・
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
60
周
年
）
記
念
式
典

を
実
施
し
ま
す
。

　

吉
野
川
市
民
で
次
の
基
準
に
該
当
さ

れ
る
方
は
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　
　

【
該
当
基
準
】

☆
金
婚（
50
周
年
）該
当
者

　

昭
和
36
年
９
月
１
日
ま
で
に
入
籍
さ

れ
た
ご
夫
婦

☆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚（
60
周
年
）該
当
者

　

昭
和
26
年
９
月
１
日
ま
で
に
入
籍
さ

れ
た
ご
夫
婦

※
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
該
当
者

で
本
籍
地
が
吉
野
川
市
以
外
の
方
は
、

申
込
書
と
一
緒
に
戸
籍
謄
本
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
式
典
当
日
に
市
民
で
な
い
方
、
す
で

に
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
方

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
が
遅
れ
た
方
、
９
月
２
日

以
降
に
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
に
該

当
さ
れ
る
方
は
、
平
成
24
年
度
以
降
の

記
念
式
典
で
お
祝
い
し
ま
す
。

【
申
込
締
切
】
７
月
29
日
㈮

【
申
込
方
法
】
福
祉
総
務
課
（
川
島
庁

舎
１
階
）
ま
た
は
支
所
地
域
課
（
鴨
島
・

山
川
・
美
郷
）
へ
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
福
祉
総
務
課　

高
齢
福
祉
係　

☎
㉕
２
１
１
１

農
業
電
子
図
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

食
の
安
全
・
安
心
に
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
な
か
、
Ｊ
Ａ
麻
植
郡
で
は
、
こ

の
た
び
ひ
ま
わ
り
農
産
市
（
鴨
島
店
、

川
島
店
）
を
は
じ
め
本
所
・
支
所
な
ど

合
計
6
カ
所
に
農
業
電
子
図
書
を
整
備

し
ま
し
た
。　

　

こ
の
農
業
電
子
図
書
は
、
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
モ
ニ
タ
ー
形
式
で
農
薬
・
病
害
虫

情
報
が
簡
単
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
Ｊ
Ａ
組
合
員
な
ら
び
に
市
民
の

家
庭
菜
園
実
施
者
や
そ
の
他
農
業
に
関

心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
利
用
し
て
、
よ
り

安
全
で
安
心
な
農
産
物
の
生
産
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
。

市
農
業
振
興
課　
　
　
☎
㉒
２
２
２
８

Ｊ
Ａ
麻
植
郡　
　
　
　
☎
㉔
１
１
３
７

農
地
バ
ン
ク
登
録
・
利
用
者
募
集

　

平
成
23
年
２
月
か
ら
実
施
し
て
い
る

市
農
地
バ
ン
ク
は
、
農
地
所
有
者
と
規

模
拡
大
に
意
欲
の
あ
る
農
業
者
等
と
の

間
で
の
農
地
情
報
提
供
に
よ
り
限
り
あ

る
農
地
の
有
効
活
用
に
繋
げ
て
い
く
こ

と
が
目
的
で
す
。

　

農
業
振
興
課
で
は
農
地
登
録
者
と
利

用
申
込
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

本
制
度
の
手
続
き
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
農
業
振
興
課
（
市
役
所
２
階
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
農
業
振
興
課　
　
　
☎
㉒
２
２
２
８

　

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
地
域
内
で
工
事
を
す
る
場
合
、

申
請
が
必
要
と
文
化
財
保
護
法
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
野
川
市
美
郷
は
、
国
指
定
天
然
記

念
物
「
美
郷
の
ホ
タ
ル
お
よ
び
そ
の
発

生
地
」
と
し
て
全
域
が
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ホ
タ
ル
に
影
響
の
あ
る
工
事
は

申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
美
郷

内
で
工
事
を
計
画
す
る
際
に
は
、
生
涯

学
習
課
（
山
川
庁
舎
１
階
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
生
涯
学
習
課　
　
　
☎
42
４
１
１
７

『
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
』サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た

　

平
成
23
年
２
月
28
日
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
い
つ
で
も
ご
自

身
の
年
金
加
入
記
録
を
確
認
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
『
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
』
が
日
本

年
金
機
構
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
手
続
き
の
流
れ

①
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
し
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
項
目

か
ら
、
ユ
ー
ザ
ー
ID
お
よ
び
パ
ス
ワ
ー

ド
の
取
得
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

②
発
行
さ
れ
た
ユ
ー
ザ
ー
ID
お
よ
び
パ

ス
ワ
ー
ド
を
用
い
、
自
身
の
年
金
加
入

記
録
を
確
認
し
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
が
難
し
い
方
の
た
め
に

　

自
宅
に
パ
ソ
コ
ン
環
境
が
な
い
方
や

パ
ソ
コ
ン
が
苦
手
な
方
で
も
安
心
し
て

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
国
保
年
金

課
窓
口
（
市
役
所
１
階
）
で
の
『
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
』
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
現

在
準
備
中
で
す
。

　

利
用
提
供
が
整
い
次
第
、
広
報
よ
し

の
が
わ
で
ご
案
内
し
ま
す
。

市
国
保
年
金
課　
　
　
☎
㉒
２
２
１
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/n_net/

index.htm
l

美
郷
内
で
の
工
事
は
問
い
合
わ

せ
が
必
要
で
す

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
に
該
当

す
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い



問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　ペットボトルのキャップ・カンのプルトップ・乾電池・食用廃油は
　市役所および各庁舎で回収しています。

182011年（平成23年）4月13日

広報よしのがわ

無
料
年
金
相
談
の
開
催

　

年
金
記
録
問
題
の
早
期
解
決
と
お
客

様
サ
ー
ビ
ス
拡
充
を
図
る
た
め
、『
社

会
保
険
労
務
士
に
よ
る
無
料
年
金
相

談
』
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
の
無
料
年
金
相

談
に
つ
い
て
は
、
年
金
に
関
す
る
一
般

的
な
相
談
や
年
金
裁
定
等
の
記
入
方
法

の
相
談
も
実
施
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
者
の
案
件
に
よ
り
年
金
記
録
の

事
前
準
備
が
必
要
な
た
め
、
年
金
相
談

は
『
予
約
制
』
と
し
て
お
り
ま
す
。

※
開
設
日
に
よ
り
、
会
場
が
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

相
談
内
容

①
年
金
に
関
す
る
一
般
相
談

②
年
金
裁
定
、
届
書
等
の
記
入
方
法

③
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」、「
厚
生
年
金

加
入
記
録
の
お
知
ら
せ
」
等
に
関
す
る

相
談

申
込
方
法

　

無
料
相
談
の
お
申
し
込
み
方
法
は
、

相
談
希
望
日
１
カ
月
前
か
ら
徳
島
県
社

会
保
険
労
務
士
会
へ
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
ご
予
約
の
際
は
、
相
談
者
氏
名
、
基

礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
等
に
つ
い
て

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

徳
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
０
１
２
０
（
９
６
７
９
５
１
）

　

区
域
外
波
（
県
外
）
地
上
ア
ナ
ロ
グ

放
送
が
個
別
受
信
ア
ン
テ
ナ
で
受
信
で

き
て
い
る
世
帯
で
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
が
個
別
受
信
ア
ン
テ
ナ
で
受
信
で
き

な
い
場
合
に
お
い
て
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
受
信
を
目
的
と
し
て
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
へ
新
た
に
加
入
さ
れ
る
際
、
加

入
経
費
（
初
期
費
用
）
の
一
部
に
対
す

る
国
の
助
成
の
申
込
期
限
が
延
長
さ
れ

て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
要
件

●
難
視
地
区
対
策
計
画
に
指
定
さ
れ
た

区
域
内
で
あ
る
こ
と
。

●
個
別
受
信
ア
ン
テ
ナ
に
よ
る
区
域
外

の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
受
信
実
態
が

あ
る
こ
と
。

●
助
成
金
交
付
決
定
後
に
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
へ
の
加
入
手
続
き
を
行
う
こ
と
。

助
成
額

　

３
万
円
が
上
限
で
す
。（
月
々
の
利

用
料
は
対
象
外
）

助
成
受
付
期
限　

６
月
１
日
㈬　

※
受
け
付
け
終
了
間
際
に
な
る
と
申
し

込
み
が
集
中
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加

入
工
事
が
間
に
合
わ
な
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
希
望
者
は
、
早
急
に

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

徳
島
中
央
テ
レ
ビ
（
株
）☎

㉒
１
５
０
１

（
株
）
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
お
え

☎
㉖
９
０
１
２

※
助
成
金
制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
デ
ジ
サ
ポ
徳
島
へ
。

☎
０
５
７
０
（
０
７
４
０
０
７
）

浴
衣
づ
く
り
教
室
開
催

　

夏
祭
り
に
向
け
て
、
手
縫
い
の
浴
衣

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

講
師　

和
裁
技
能
士　

杉
野
恵
子
さ
ん

と
き　

４
月
19
日
か
ら
６
月
末
ま
で

（
10
回
）

と
こ
ろ　

川
島
城
会
議
室
（
和
室
）

参
加
料　

材
料
費
の
み

参
加
資
格　

市
民
ま
た
は
市
内
就
労
者

※
第
１
期
生
の
作
品
を
川
島
城
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ル
ー
ム
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

市
観
光
協
会
（
川
島
城
内
）

☎
㉕
４
６
６
６
（
休
館
日　

月
曜
日
）

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
に
対
す

る
国
の
助
成
制
度
に
つ
い
て

（
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
）

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

休
日
納
付
相
談
を
行
い
ま
す

問
い
合
わ
せ

と
き　

４
月
24
日
㈰
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

と
こ
ろ　
吉
野
川
市
役
所
１
階
相
談
室

内
容　

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
相
談

　
　
　
　
　
　

市
税
務
課　

徴
収
係
☎
㉒
２
２
１
５

開設日・時間・場所
 5月26日（木）

午前10時～
午後3時

吉野川市役所
1階相談室

   6月23日（木）
   7月21日（木）
   8月25日（木）
   9月22日（木）
 10月27日（木）
 11月24日（木）
 12月22日（木）
 平成24年
1月26日（木）
   2月23日（木）
   3月22日（木）



問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

雑紙は　雑誌の日　袋いらないので　得します。

19 2011年（平成23年）4月13日

広報よしのがわ

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

平
成
24
年
歌
会
始
の
お
題
お

よ
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

「
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
」

を
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

第
12
回
吉
野
川
市
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

お
題　
「
岸
」

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

・
自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首
、
未

発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
書
式
は
、
半
紙
（
習
字
用
の
半

紙
）
を
横
長
に
用
い
、
右
半
分
に

お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵
便
番

号
、住
所
、電
話
番
号
、氏
名
（
本

名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）、
生
年
月
日
、

職
業
を
、
縦
書
き
、
毛
筆
自
筆
で

書
い
て
く
だ
さ
い
。

・
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め

毛
筆
に
て
自
書
で
き
な
い
場
合
は
、

代
筆
、
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
を

使
用
し
て
印
字
し
、
理
由
を
別
紙

に
書
い
て
添
え
て
く
だ
さ
い
。
視

覚
障
害
の
方
は
点
字
で
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
期
限　

９
月
30
日
㈮
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

あ
て
先　

〒
１
０
０-

８
１
１
１

宮
内
庁　

　
　
　
　
　
　

宮
内
庁
式
部
職
あ

て
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

を
書
き
、
返
信
用
切
手
を
は
っ
た

封
筒
を
添
え
て
、
９
月
20
日
㈫
ま

で
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

家
庭
内
の
不
用
品
を
リ
サ
イ
ク

ル
し
ま
せ
ん
か
！

と
き　

４
月
24
日
㈰
午
前
８
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

市
役
所
西
側
イ
ベ
ン
ト

広
場

次
回
開
催
予
定
日　

５
月
22
日
㈰

出
店
料　

無
料

※
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
衣
類
（
古
着
類
）
の
回
収
も
行

っ
て
い
ま
す
。

※
掘
り
出
し
物
を
見
つ
け
に
、
た

く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と　き キックオフ 対戦相手
４月３０日（土）

午後１時
ジェフユナイテッド千葉

５月　８日（日） 京都サンガＦ．Ｃ．
５月２８日（土） 栃木ＳＣ

ま
た
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.kunaicho.go.jp/

　

麻
薬
の
原
料
と
な
る
「
け
し
」

は
、
あ
へ
ん
法
に
よ
り
、
原
則
と

し
て
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、「
植
え
て
は
い
け
な
い

け
し
」
が
一
般
家
庭
の
庭
や
畑
、

野
原
に
自
生
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

自
生
し
て
い
る
け
し
に
つ
い
て
、

厚
生
労
働
省
や
都
道
府
県
で
は
、

毎
年
そ
の
発
見
、
除
去
を
実
施
し

て
い
る
も
の
の
、
そ
の
根
絶
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

発
見
し
た
場
合
、
吉
野
川
保
健

所
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
月
号
か
ら
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ

ス
の
試
合
日
程
を
掲
載
し
ま
す
。

み
ん
な
で
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
を

応
援
し
ま
し
ょ
う
。

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
株
式
会
社

☎
０
８
８
（
６
７
２
）
７
３
３
９

問
い
合
わ
せ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.vortis.jp/

※ 会場：鳴門・大塚スポーツパーク　ポカリス
エットスタジアム

※
薬
物
乱
用
を
防
止
す
る
に
は

　

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
等
の
薬
物
乱

用
は
、
単
に
乱
用
者
自
身
の
問
題

に
と
ど
ま
ら
ず
、
家
庭
の
崩
壊
、

殺
人
、
放
火
等
悲
惨
な
事
件
の
原

因
に
も
な
り
、
社
会
全
体
の
問
題

へ
と
発
展
す
る
恐
ろ
し
い
も
の
で

す
。

　

自
分
自
身
を
大
切
に
し
て
、
誘

わ
れ
て
も
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

と
断
る
勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

吉
野
川
保
健
所　

生
活
衛
生
担
当

☎
36
９
０
１
６

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

　

除
草
作
業
、
清
掃
作
業
を
行
い

ま
す
。
作
業
道
具
は
、
用
意
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

江
川
湧
水
源
周
辺

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
吉
野
川
遊
園
地
西
側
）

作
業
日
時　

５
月
１
日
㈰

午
前
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

多
津
美
橋
〜
江
川
・
鴨
島
公
園

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時　

５
月
１
日
㈰

午
前
７
時
〜
８
時

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

江
川
エ
コ
フ
レ
ン

ド　
　
　
　
　
　
☎
㉔
８
６
６
０

連
絡
先

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者　

ラ
パ
ン
（
ピ
ア
ノ
デ
ュ

オ
と
ボ
ー
カ
ル
）
ほ
か

と
き　

４
月
24
日
㈰
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ

ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内（
雨
天
決
行
）

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会　
　

 

☎
㉔
３
７
２
５
（
鎌
田
）

第
１
３
5
回
ま
ち
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト

市
環
境
企
画
課　
☎
㉒
２
２
３
０



古着は、指定の日に燃やせないごみの指定袋に入れて出してください。
市役所フリーマーケット会場でも回収を行っています。

202011年（平成23年）4月13日

広報よしのがわ

問
い
合
わ
せ

巡
回
職
業
相
談

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

４
月
18
日
㈪
、
５
月
２
日

㈪
・
16
日
㈪
午
前
10
時
〜
11
時
30

分と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

４
月
13
日
㈬
、
５
月
11
日

㈬
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

☎
㉔
２
１
６
６

　

市
内
の
方
で
し
た
ら
ど
な
た
で

も
参
加
頂
け
ま
す
。

生
涯
学
習
講
座

受
付
開
始　

４
月
24
日
㈰
午
前
８

時
30
分
／
開
講
式
５
月
11
日
㈬
午

後
２
時

○
健
康
セ
ミ
ナ
ー　

全
６
回
午
後

３
時
〜
４
時

○
太
極
拳　

毎
週
木
曜
日
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

○
ヨ
ー
ガ　

全
10
回
第
２
・
第
４

水
曜
日
午
前
10
時

○
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
（
社
交
ダ
ン

ス
）
毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
30
分

○
食
と
農
の
知
っ
得
講
座　

全
８

回
第
３
木
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時

○
介
護
予
防
教
室　

全
３
回
第
３

●
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ　

４
月
14
日
㈭

●
ａ
ｕ　

４
月
18
日
㈪

●
ソ
フ
ト
バ
ン
ク　

４
月
20
日
㈬

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
、
メ
ー
ル
な
ど
の
携
帯
電

話
の
使
い
方
を
勉
強
し
ま
す
。

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

携
帯
教
室（
会
社
別
に
申
し
込
み

受
け
付
け
中
、先
着
20
人
無
料
）

近
郷
高
校
２
０
１
１
年

春
の
文
化
祭
（
入
場
無
料
）

平
成
23
年
度
生
涯
学
習
教
室
・

講
座
案
内

鴨
島
公
民
館　
　
☎
㉔
５
１
１
１

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

木
曜
日
午
後
２
時
〜
３
時

○
防
災
教
室　

全
７
回
第
１
月
曜

日
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

○
そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い
講
座

　

全
７
回
第
４
月
曜
日
午
後
１
時

30
分
〜
２
時
45
分

○
や
さ
し
い
経
済
教
室　

全
６
回

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

○
阿
波
忌
部
の
歴
史
、
日
本
の
歴

史
講
座　

全
10
回　

○
日
本
画
教
室　

全
15
回
毎
週
金

曜
日
午
前
９
時
〜
11
時

○
菊
づ
く
り
教
室　

全
16
回　

毎

週
月
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分

○
オ
カ
リ
ナ
教
室　

全
10
回　

第

３
木
曜
日
午
後
２
時
〜
３
時

○
三
味
線
教
室　

第
１
・
第
３
土

曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
11
時　

○
手
の
ひ
ら
手
話
教
室　

第
１
・

第
３
木
曜
日
午
後
２
時
〜
３
時
30

分○
よ
ち
よ
ち
ひ
ろ
ば　

全
20
回　

毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時

○
絵
本
の
読
み
聞
か
せ　

全
12
回

第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分

※
材
料
費
以
外
は
無
料
で
す
。
定

員
人
数
が
設
け
ら
れ
て
い
る
講
座

も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

出
演　

阿
波
高
校
（
演
劇
）、
県

立
川
島
中
学
校
・
川
島
高
校
（
音

楽
）
鴨
島
商
業
高
校
（
学
校
開
発

商
品
＆
即
売
・
プ
リ
ン
ト
ス
ト
ラ

ッ
プ
作
り
体
験
）、
阿
波
農
業
高

校
（
生
物
物
産
展
＆
即
売
・
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
体
験
）、

鴨
島
支
援
学
校
（
作
品
展
）

と
き　

４
月
24
日
㈰
作
品
展
午
後

０
時
30
分
／
開
場
午
後
１
時
／
開

演
午
後
１
時
30
分

４月から「農業者戸別所得補償制度」が本格実施されます。

　販売価格が生産費を恒常的に下回っている作物を対象に、その差額を交付することによ
り、農業経営の安定と国内生産力の確保を図り、もって食料自給率の向上と農業の多面的
機能を維持することを目的としています。

　◆制度の内容
　①畑作物の所得補償交付金（麦・大豆・そば・なたね）
　② 水田活用の所得補償交付金（戦略作物助成・二毛作助成・耕畜連携助成・

産地資金による地域振興作物への支援）
　③米に対する助成（米の所得補償交付金・米価変動補てん交付金）
　④加算措置（品質加算､規模拡大加算､再生利用加算､集落営農の法人化支援）

●問い合わせ 中国四国農政局　徳島農政事務所
農政推進課  ☎088（622）6132　計画課  ☎088（622）6133



飼い主としてのマナーを守りましょう。犬のふんは持ち帰りましょう。
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〜
被
害
事
例
と
そ
の
対
策
〜

◆
ひ
っ
た
く
り
の
事
例

　

路
上
駐
車
の
車
を
避
け
て
、
道

路
の
中
央
を
歩
い
て
い
た
女
性
が
、

後
方
か
ら
走
っ
て
き
た
オ
ー
ト
バ

イ
の
男
に
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
を

ひ
っ
た
く
ら
れ
た
。
防
犯
灯
が
少

な
く
、
オ
ー
ト
バ
イ
が
高
速
で
飛

ば
せ
る
１
本
道
だ
っ
た
。

【
対
策
】

①
で
き
る
だ
け
歩
道
と
車
道
の
区

別
の
あ
る
明
る
い
人
通
り
の
多
い

道
を
歩
く
。

②
バ
ッ
グ
等
は
、
車
の
通
行
と
反

対
側
に
持
つ
か
胸
に
抱
え
る
。

③
自
転
車
の
前
か
ご
に
は
「
防
犯

ネ
ッ
ト
」
を
取
り
付
け
る
。

④
常
に
周
囲
に
対
す
る
警
戒
心
を

持
つ
。

◆
侵
入
盗
の
事
例

　

犯
人
は
、
裏
の
空
き
地
か
ら
ブ

ロ
ッ
ク
塀
を
乗
り
越
え
て
敷
地
に

入
り
、
隣
家
と
の
間
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
に
足
を
か
け
、
２
階
の
ベ

ラ
ン
ダ
に
伝
い
上
が
り
、
掃
き
出

し
窓
の
ガ
ラ
ス
を
破
り
、
ク
レ
セ

ン
ト
錠
を
外
し
て
侵
入
し
た
。

【
対
策
】

①
目
隠
し
の
た
め
の
塀
や
植
栽
は
、

で
き
る
だ
け
低
く
し
て
周
囲
か
ら

の
見
通
し
を
よ
く
す
る
。

②
在
宅
時
で
も
玄
関
や
無
人
の
部

屋
に
は

を
か
け
る
。

③
出
入
り
口
の
ド
ア
に
は
、
複
数

の

を
取
り
付
け
る
。

④
セ
ン
サ
ー
付
き
の
ス
ピ
ー
カ
ー

や
ラ
イ
ト
、
防
犯
カ
メ
ラ
等
の
防

犯
機
器
を
取
り
付
け
る
。

⑤
建
物
部
品
に
は
、
防
犯
性
能
の

高
い
「
Ｃ
Ｐ
マ
ー
ク
」
認
定
の
も

の
を
使
用
す
る
。

⑥
高
窓
、
掃
き
出
し
窓
に
は
、
面

格
子
を
取
り
付
け
る
。

◆
車
上
ね
ら
い
の
事
例

　

ロ
ッ
ク
し
て
い
な
い
車
を
ド
ロ

ボ
ー
は
探
し
て
い
る
。
駐
車
中
、

ド
ア
の

が
か
か
っ
て
い
な
い
車

が
意
外
と
多
い
。
さ
ら
に
エ
ン
ジ

ン
キ
ー
が
付
け
っ
ぱ
な
し
の
車
も

み
ら
れ
る
。

【
対
策
】

○
自
動
車
で
は

①
車
を
離
れ
る
と
き
は
、
短
時
間

で
も
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
ド

ア
ロ
ッ
ク
す
る
。

②
ス
ペ
ア
キ
ー
を
車
内
に
保
管
し

な
い
。

③
車
内
に
は
、
現
金
や
貴
重
品
を

置
い
た
ま
ま
に
し
な
い
。

④
イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
や
自
動
警
報

等
の
盗
難
防
止
装
置
を
設
置
す
る
。

○
オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
で
は

①
オ
ー
ト
バ
イ
は
「
グ
ッ
ド
ラ
イ

ダ
ー
・
防
犯
登
録
」、自
転
車
は「
防

犯
登
録
」
を
す
る
。

②
オ
ー
ト
バ
イ
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
ハ

ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
を
す
る
。

吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

吉
野
川
警
察
署　
☎
㉕
６
１
１
０

鴨
島
町
交
番　
　
☎
㉔
２
３
３
１

問
い
合
わ
せ

　

街
頭
犯
罪
と
は

川
島
薬
草
園

〈表紙写真〉

サ
ザ
ン
カ　
　

ツ
バ
キ
科

　

川
島
薬
草
園
に
あ
る
サ
ザ
ン

カ
は
、
山
口
県
か
ら
四
国
西
南

部
、
九
州
な
ど
の
暖
地
に
自
生

す
る
常
緑
小
高
木
で
、
一
般
に

は
庭
木
な
ど
に
植
栽
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

樹
皮
は
灰
褐
色
で
、
若
枝
は

枝
分
か
れ
が
多
く
褐
色
、
枝
に

は
細
毛
が
あ
り
ま
す
。

　

花
は
、
10
〜
12
月
に
５
〜
８

セ
ン
チ
の
白
色
の
倒
卵
形
の
５

弁
花
を
平
ら
に
つ
け
ま
す
。

　

葉
は
、
ツ
バ
キ
に
似
て
厚
く

表
面
に
は
光
沢
が
あ
り
、
互
生

し
、
葉
縁
に
は
の
こ
ぎ
り
歯
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
鮮
な
葉
に
は
、
タ

ン
ニ
ン
、
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
な
ど

を
含
み
、
す
り
つ
ぶ
し
て
患
部

に
塗
布
す
る
と
、
切
り
傷
、
擦

り
傷
、
お
で
き
な
ど
に
、
効
果

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
（
資
料
提
供　

眞
鍋
佳
資
）

③

は
ツ
ー
ロ
ッ
ク
と
し
、
１
つ

は
ワ
イ
ヤ
ー
錠
や
チ
ェ
ー
ン
錠
と

す
る
。

５月２日から巡回バスの時刻表が改正されます
　市内４庁舎間を結ぶ無料巡回バスを、より多くのみなさまに利用していただける
よう、５月２日㈪から停留所を５カ所（山瀬地区公民館・東児島老人憩の家・児島
老人ルーム・川島城山駐車場・西麻植会館）増設します。新しい時刻表は次のとお
りですのでお気軽にご利用ください。

吉野川市巡回バス運行改正時刻表
上り

便 美郷庁舎発 山川庁舎発 山瀬地区公民館発
東児島老人
憩の家発

児島老人
ルーム発 川島庁舎発 川島城山駐車場発

西麻植
会館発 市役所着

① 8：30 8：40 8：47 8：55 9：00 9：02 9：07 9：15 9：20
② 10：30 10：40 10：47 10：55 11：00 11：02 11：07 11：15 11：20
③ 13：00 13：10 13：17 13：25 13：30 13：32 13：37 13：45 13：50
④ 15：00 15：10 15：17 15：25 15：30 15：32 15：37 15：45 15：50
下り

便 市役所発 西麻植
会館発

川島城山
駐車場発 川島庁舎発 児島老人ルーム発

東児島老人
憩の家発

山瀬地区
公民館発 山川庁舎発 美郷庁舎着

① 9：30 9：35 9：43 9：48 9：50 9：55 10：03 10：10 10：20
② 11：30 11：35 11：43 11：48 11：50 11：55 12：03 12：10 12：20
③ 14：00 14：05 14：13 14：18 14：20 14：25 14：33 14：40 14：50
④ 16：00 16：05 16：13 16：18 16：20 16：25 16：33 16：40 16：50

平成23年5月2日改正

市総務課　☎㉒2231問い合わせ
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◆吉野川市国民健康保険に加入している方へ
平成23年度　特定健康診査・節目健診のお知らせ

　特定健康診査は心臓病や脳卒中など深刻な生活習慣病の前ぶれであるメタボリックシン
ドロームに着目した健診です。
　「自分は健康だ」と思っている方も、治療を受けている方も健診の大切さを理解して、毎
年健診を受けましょう。

▼医療機関健診

▼集団健診・・・申し込みが必要となります。

対
象
者

★平成23年4月１日現在、吉野川市国民健康保険に加入している方で、
　平成23年4月1日～平成24年3月31日に当該年齢に達する方 受診方法

特定健康診査 昭和12年４月１日～昭和47年３月31日生まれの方 ▼医療機関健診　▼集団健診
▼日帰りドック健診

特定健康診査 75歳 昭和11年10月１日～昭和12年３月31日生まれの方

▼医療機関健診
▼集団健診

節目健診 35歳 昭和51年４月１日～昭和52年３月31日生まれの方

節目健診 30歳 昭和56年４月１日～昭和57年３月31日生まれの方

受
診
要
件

・ 平成23年４月１日現在、吉野川市国民健康保険に加入している方で健診日においても加入してい
る方に限ります。

・各受診方法のうち、受診期間内に１度だけ受診することができます。
・特定保健指導に該当された方は、市の保健指導をお受けください。

健 診 日 程 個人負担金 場　　　　　　　　　　所

７月１日（金）～
11月30日（水）

1,000円

６月下旬～７月上旬に送付する受診券に同封する「実施機関一覧表」で
確認をお願いします。
※ 75歳・35歳・30歳になる方は、健診日程は７月１日（金）～９月30日
（金）までとなっていますのでご注意ください。
※ 実施している曜日・時間帯・予約が必要かどうかなどを必ず医療機関
に確認してください。

★申し込み方法
　《申 込 期 間》　平成23年７月１日（金）～各健診日の２週間前まで（土・日・祝日は除く）
　《申込受付時間》　８時30分～17時15分
　《申　込　先》　市国保年金課  ☎㉒2213

健 診 日 程 個人負担金
場　　　　　　　　　　所

早朝【受付時間6：00～6：45】午前【受付時間8：30～10：00】午後【受付時間13：30～14：30】

８月２日（火）

1,000円

山 川 公 民 館

８月５日（金） 鴨 島 公 民 館 美郷ふるさとセンタ－ 川島老人福祉センタ－

８月19日（金） ※ 早朝健診については、申
込者がない場合は中止と
させていただきます。

鴨 島 公 民 館

８月24日（水） 川 島 公 民 館

11月27日（日） 鴨 島 公 民 館 山 川 公 民 館

地域ぐるみで未然に高齢者虐待を防ぎましょう！
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▼日帰りドック健診
　平成23年度から受付方法が変わります。（先着順ではありません）

　●健診機関をお選びください。
（健診日程はご希望に添えない場合がありますので、ご了承ください。）

《受付方法》

・必要事項を申し込み用紙に記入のうえ、下記の方法により提出していただきます。
　　◎持　参　　　：　吉野川市役所　国保年金課または支所地域課（川島・山川・美郷）
　　　　　　　　　　　《受付時間》…８時30分～17時15分（土・日・祝日を除く）
　　◎郵　送　　　：　〒776-8611　　吉野川市鴨島町鴨島115-1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉野川市役所　国保年金課　国民健康保険係
　　◎F A X　　　 ：　㉒2243
　　◎電子メール　：　kokuhonenkin@city.yoshinogawa.lg.jp

《申し込み期間》　　平成23年５月20日（金）まで

【注意事項】
　※ 日帰りドック健診検査項目は３月中に保険証と同封しました「平成23年度特定健
康診査・節目健診日程」（うぐいす色）をご確認のうえ申し込みください。

　※申し込み用紙は国保年金課または支所地域課（川島・山川・美郷）に備え付けています。
　　（ホームページよりダウンロードも可）
　※各健診日程において申し込み多数の場合は、第三者立会いのもと抽選いたします。
　※ 定員に満たない場合は、５月23日（月）から定員を満たすまで、または９月30日（金）まで受け付け
を継続します。

　※５月31日（火）までに申し込み者全員に対し、「決定通知」を送付します。
　　（募集人数を超え、ご希望に添えなかった場合も通知します。）

虐待では？ 思ったときは、まず通報！ 地域包括支援センター☎㉕6627

●問い合わせ・申し込み　市国保年金課　☎㉒2213
●ホームページアドレス　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/

検査医療機関
徳島県農村健康管理センター 徳島県総合健診センター 徳 島 検 診 ク リ ニ ッ ク

阿波市阿波町平川原北59-1 徳島市蔵本町1丁目10-3 徳島市南田宮4丁目8-56

個人負担金
（検査総額）

１７，５００円
（３７，５００円） Ⅰ

▲

15,000円
（35,000円）Ⅱ▲

6,770円
（26,770円）

１５，７００円
（３５，７００円）

健診日程

① ７月21日（木）
※婦人科検診なし ⑥ 希望月　７月　＊ ⑩ 希望月　７月　＊

② ７月29日（金）
※婦人科検診なし ⑦ 希望月　８月　＊ ⑪ 希望月　８月　＊

③ ８月12日（金）
※婦人科検診なし ⑧ 希望月　９月　＊ ⑫ 希望月　９月　＊

④ ９月15日（木） ⑨ 希望月　10月　＊ ⑬ 希望月　10月　＊

⑤ 10月18日（火） ＊後日、検査医療機関から日程調整の電話連絡があります。

募集人数 600人
▲Ⅰ、Ⅱについては、検査項目が違うため、「平成23年度特定健康診査・節目健診日程」を確認のうえ申し込みください。
※申し込みの際には、健診日程の番号をお知らせください。
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4　
　
　
　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
13 水 13：30～14：30 中枝老人憩の家 美　郷

健　

康　

チ　

ェ　

ッ　

ク

栄養のお話（食生活チェック）
15 金 9：30～10：30 山川公民館 山　川 口腔（こうくう）ケア

13：30～14：30 飯尾会館 鴨　島 楽 し い 脳 体 操
18 月 9：30～10：30 山瀬地区公民館 山　川 栄養のお話（食生活チェック）
19 火 9：30～10：30 城戸下浦高開集落センター 美　郷 栄養のお話（食生活チェック）

13：30～14：30 湯立会館 山　川 口 腔 ケ ア
20 水 9：30～10：30 川島公民館朝日ヶ丘分館 川　島 口 腔 ケ ア
21 木 9：30～10：30 こだま会館 川　島
22 金 9：30～10：30 鍛冶屋敷公会堂 川　島 介 護 予 防 体 操

13：30～14：30 上谷集落センター 美　郷 介 護 予 防 体 操
25 月 13：30～14：30 敷地老人憩の家 鴨　島 栄養のお話（食生活チェック）
26 火 9：30～10：30 三山老人憩の家 美　郷 介 護 予 防 体 操

9：30～10：30 喜来老人憩の家 鴨　島 口 腔 ケ ア
27 水 9：30～10：30 千田公会堂 鴨　島 口 腔 ケ ア
28 木 9：30～10：30 東児島老人憩の家 川　島 口 腔 ケ ア

5　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
2 月 9：30～10：30 南町集会所 山　川

健
康
チ
ェ
ッ
ク

栄養のお話（食生活チェック）
9 月 13：30～14：30 飯尾敷地コミュニティセンター 鴨　島 楽 し い 脳 体 操
10 火 9：30～10：30 川島老人福祉センター 川　島 栄養のお話（食生活チェック）

13：30～14：30 川島公民館 川　島 介 護 予 防 体 操
11 水 9：30～10：30 川島公民館久保田分館 川　島 口 腔 ケ ア
12 木 9：30～10：30 忌部農業構造改善センター 山　川 栄養のお話（食生活チェック）
13 金 9：30～10：30 三ツ島西公会堂 川　島 口 腔 ケ ア

9：30～10：30 川島公民館岡山分館 川　島 介 護 予 防 体 操

4月・5月の介護予防教室

※健康手帳をご持参ください。　
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

●問い合わせ　市介護保険課　地域支援係　☎㉕6627

ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911　9：00～16：00（土・日・祝日・年末年始除く）

4月・5月
●平日／17時～23時　●休日／8時～23時　●○印は、休日診療日
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
●医療とくしまのホームページにも「休日夜間救急情報」を掲載しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課☎㉕6615

医　院　名 電話番号 4月 5月
三木クリニック 42－6616 13
さ く ら 診 療 所 42－5520 14 ㉒
かなめ小児科内科クリニック 26－0310 15
梶本胃腸科内科 24－2413 16・21 31
杏 和 医 院 22－0333 ⑰ 21
あ お ぞ ら 内 科 22－1311 18 27
知恵島皮膚科診療所 36－9012 19 28
糸田川クリニック 24－7555 20 30
和田耳鼻咽喉科 24－2566 22
石 原 小 児 科 24－2388 23
中西内科クリニック 42－6755 ㉔ 23
糸 田 川 眼 科 24－2531 25
古本内科クリニック 24－7377 26
後 藤 田 外 科 24－2720 27
美 摩 病 院 24－2957 28

医　院　名 電話番号 4月 5月
鴨島耳鼻咽喉科 24－8070 ㉙ 24
渡 辺 医 院 24－7177 30
島 野 外 科 内 科 25－3060 ①
四 宮 医 院 25－2016 2
高橋皮膚科クリニック 24－5122 ③
石原内科循環器科 24－2536 ④
グリーン耳鼻咽喉科 24－2488 ⑤
矢 田 医 院 25－2006 6
杉 山 医 院 25－2802 7
森 住 内 科 医 院 22－3010 ⑧
松 永 医 院 42－2110 9
木村内科胃腸科 24－6413 10
谷 医 院 42－2353 11
鈴木内科（喜来）24－3413 12
井 内 内 科 24－3070 13

医　院　名 電話番号 4月 5月
鈴木内科（敷地）24－5880 14
山下耳鼻咽喉科クリニック 42－7533 ⑮
岸 整 形 外 科 25－3133 16
鴨 島 病 院 24－6565 17
工 藤 内 科 医 院 42－3113 18
富 本 医 院 42－3123 19
阿 部 整 形 外 科 24－4880 20
リバーサイドクリニック岡田 24－8884 25
いぬい産科婦人科クリニック 22－1230 26
麻名内科外科クリニック 26－0020 ㉙

休日･夜間在宅当番医表

日曜日の9時～17時、小児科専門医が診てくれます。

●麻植協同病院（第2・4週） ☎㉔2101
●阿波病院（第1･3･5週） ☎365151

小児救急医療体制 
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☆
話
題
図
書
シ
リ
ー
ズ
☆

山
川
図
書
館 

☎
42
５
２
２
２

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
４
月
、
５
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
４
月
28
日
㈭
、５
月
31
日
㈫
）、

年
間
蔵
書
点
検
日
（
４
月
12
日
㈫

〜
21
日
㈭
ま
で
）

◆
お
は
な
し
会

５
月
14
日
㈯
午
後
１
時
30
分
か
ら

（
約
30
分
間
）
／
毎
月
第
２
土
曜

日
開
催

◆
子
ど
も
映
画
会

４
月
30
日
㈯
（
草
原
の
子
テ
ン
グ

リ
）、
５
月
７
日
㈯
（
ダ
ン
ボ
）、

５
月
21
日
㈯
（
バ
ン
ビ
）

（
午
後
２
時
か
ら
約
１
時
間
）

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
４
月
、
５
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
４
月
28
日
㈭
、５
月
31
日
㈫
）

◆
三
人
展
：
寺
尾
享
美
、
川
村
泰

史
、
阿
部
和
剛

と
き　

５
月
１
日
㈰
〜
29
日
㈰
ま

で
（
入
場
無
料
）

※
川
島
町
在
住
の
３
人
が
撮
影
し

た
、
川
島
町
の
風
景
の
写
真
展

◆
開
室
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
４
月
、
５
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日
、

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本
室

和
室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ

プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大
型

紙
芝
居
な
ど

「
お
し
ま
い
の
デ
ー
ト
」　

　
　
　
　
　

瀬
尾　

ま
い
こ　

著

「
安
土
城
の
幽
霊
」

　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

廣　

著

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
４
月
、５
月
の
休
室
日　

木
曜
日

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

 

美
郷
図
書
室

 （
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

  

☎
43
２
８
１
１

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　

             

☎
㉔
５
１
１
１

◆
新
刊
情
報

『
一
刀
斎
夢
録　

上
下
』

浅
田
次
郎　

著

『
漂
砂
の
う
た
う
』　

木
内
昇　

著

『
噛
む
犬
』　　
　

香
納
諒
一　

著

『
ゴ
ー
ス
ト
ハ
ン
ト　

１
・
２
』

　
　
　
　
　
　

小
野
不
由
美　

著

『
抜
け
な
い
棘
』　

山
内
麻
莉　

著

『
新
神
戸
愛
と
野
望
の
殺
人
』

　
　
　
　
　
　

西
村
京
太
郎　

著

『
デ
シ
ー
ト
』　　

神
崎
和
幸　

著

『
カ
ル
テ
ッ
ト　

３
』

　
　
　
　
　
　
　

大
沢
在
昌　

著

◆
絵
本
・
児
童
書

『
ビ
ー
ス
ト
ク
エ
ス
ト
18
』

　
　
　
　

ア
ダ
ム
ブ
レ
ー
ド　

著

『
ま
め
う
し
く
ん
と
１.

２.

３.

』

　
　
　
　

あ
き
や
ま
た
だ
し　

著

『
し
ろ
か
ぶ
く
ん
と
ア
ン
パ
ン
マ
ン
』

　
　
　
　
　

や
な
せ
た
か
し　

著

『
ま
じ
ょ
子
と
ラ
ン
プ
の
中
の
プ

リ
ン
セ
ス
』　　
　
藤
真
知
子　

著

国
民
年
金
だ
よ
り

資
格
者
証
、
離
職
票
、
退
職
辞
令

書
な
ど
）
を
ご
持
参
の
上
、
国
保

年
金
課
（
市
役
所
１
階
）
ま
た
は

支
所
地
域
課
（
川
島
・
山
川
・
美

郷
）
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
追
納
の
お
す
す
め

　

免
除
を
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、

過
去
10
年
な
ら
、
免
除
を
受
け
た

期
間
の
保
険
料
の
納
付
が
で
き
、

追
納
す
る
こ
と
で
老
齢
基
礎
年
金

の
年
金
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
の

翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目

以
降
は
、
当
時
の
保
険
料
に
加
算

金
が
つ
き
ま
す
。
早
め
に
追
納
さ

れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
学
生
納
付
特
例

の
受
付
期
間
は
、
平
成
23
年
４
月

末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
印

鑑
、
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書

を
ご
持
参
の
上
、
国
保
年
金
課
ま

た
は
支
所
地
域
課
（
川
島
・
山
川
・

美
郷
）
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
保
険
料
を
一
部
納
付
し
た
の
と

同
じ

　

免
除
期
間
の
年
金
額
の
計
算
は
、

保
険
料
が
納
付
さ
れ
た
場
合
と
比

較
し
て
２
分
の
１
と
な
り
ま
す
。

②
万
が
一
の
際
に
も
確
か
な
保
障

　

病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た

と
き
の
障
害
年
金
や
、
一
家
の
働

き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
遺
族

年
金
な
ど
、
免
除
承
認
期
間
は
、

納
付
し
た
の
と
同
じ
よ
う
に
支
給

要
件
の
期
間
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

③
本
人
所
得
を
除
外
し
て
審
査

　

特
例
免
除
と
は
、
通
常
は
審
査

対
象
と
な
る
本
人
の
所
得
を
除
外

し
て
審
査
し
、
保
険
料
の
納
付
が

免
除
さ
れ
る
も
の
で
す
。（
配
偶

者
・
世
帯
主
に
一
定
以
上
の
所
得

が
あ
る
と
き
は
保
険
料
免
除
が
認

め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

☆
手
続
き

　

特
例
免
除
は
、
申
請
す
る
年
度

ま
た
は
前
年
度
に
退
職
（
失
業
）

の
事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

年
金
手
帳
、
印
鑑
、
失
業
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公
的
機

関
の
証
明
の
写
（
雇
用
保
険
受
給

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

☎
㉒
２
２
１
３

国
民
年
金
保
険
料
は
、退
職（
失
業
）

に
よ
る
特
例
免
除
が
あ
り
ま
す

平
成
22
年
度
の
学
生
納
付
特

例
の
申
請
は
４
月
末
ま
で
！

川
島
図
書
館  

☎
㉕
３
１
４
１



262011年（平成23年）4月13日

広報よしのがわ

じ
か
ん

　

入
学
・
進
級
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
希
望
を
胸
に
ス
タ
ー
ト

し
た
皆
さ
ん
、
新
し
い
学
校
、
学

年
、
学
級
で
自
分
の
力
を
し
っ
か

り
と
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
事

故
や
事
件
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
、

明
る
く
元
気
に
生
活
し
ま
し
ょ
う
。

　

新
学
期
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い

こ
の
時
期
は
、
交
通
事
故
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
次
の
点
に
注

意
し
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
飛
び
出
し
を
し
な
い

　

登
下
校
中
の
交
通
事
故
で
最
も

多
い
の
が
、
飛
び
出
し
事
故
で
す
。

　

飛
び
出
し
は
絶
対
に
や
め
ま
し

ょ
う
。

■
並
進
・
二
人
乗
り
を
し
な
い

　

並
進
や
二
人
乗
り
は
非
常
に
危

険
で
す
。
ほ
か
の
車
両
の
迷
惑
に

も
な
り
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
　

　
　
　

　

登
下
校
中
に
不
審
な
人
に
あ
っ

た
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
自
分
の
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
知
ら
な
い
人
に
声
を
か
け
ら
れ

て
も
、
絶
対
に
つ
い
て
行
か
な
い
。

■
車
に
誘
わ
れ
て
も
、
絶
対
に
乗

ら
な
い
。

■
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ
た

ら
、
大
声
で
叫
ん
だ
り
、
防
犯
ブ

ザ
ー
を
鳴
ら
し
た
り
し
て
、
助
け

を
求
め
る
。
万
一
の
と
き
の
た
め

に
、
防
犯
ブ
ザ
ー
が
鳴
る
か
ど
う

か
確
か
め
ま
し
ょ
う
。
登
下
校
の

と
き
は
必
ず
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

１
１
０
番
の
家
を
知
っ
て
お
く

こ
と
も
大
切
で
す
。
通
学
路
に
あ

る
１
１
０
番
の
家
を
確
か
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
何
か
あ
っ
た
と
き

は
、
す
ぐ
に
警
察
に
連
絡
し
ま
し

ょ
う
。

鴨
島
東
中
学
校　

佐
藤　

史
織

時
間
は　

過
ぎ
る　
　
　
　

何
を
し
な
く
て
も

時
間
は　

過
ぎ
る

何
を
し
て
て
も

時
間
は　

そ
れ
ぞ
れ

平
等
に
あ
る

時
間
は　

永
遠
に

あ
る
も
の
じ
ゃ
な
い

今
こ
の
時
を
大
切
に

今
こ
の
時
を
し
っ
か
り
生
き
る

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
５
号
よ
り
）

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
０  

℻  
㉕
６
６
２
１

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
へ　

登
下
校
の
交
通
安
全

不
審
者
か
ら
身
を
守
ろ
う

　

２
月
５
日
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
第
７
回
吉
野
川
市
人
権

教
育
研
究
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

全
体
会
の
あ
と
人
権
学
習
実
践

報
告
、「
続
け
る
こ
と
、
紡
ぐ
こ
と
、

繋
が
る
こ
と
」
と
題
し
て
、
吉
野

川
市
立
川
島
中
学
校
の
立
石
明
美

さ
ん
に
よ
る
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
記
念
講
演
で
は
、
講

師
に
関
西
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
山
本
浩
之
さ
ん
を
迎
え
、『
い

ま
、
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
』
と
題
し
て
、
テ
レ
ビ
番
組
の

裏
話
等
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
笑
顔
の
大

切
さ
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
講
演
内

容
で
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会

場
に
訪
れ
た
約
３
０
０
人
の
方
が

熱
心
に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議

会
は
、
い
の
ち
の
大
切
さ
や
人
へ

の
思
い
や
り
な
ど
人
権
意
識
向
上

に
つ
な
が
る
活
動
を
さ
ら
に
積
極

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
第
７
回
吉
野
川
市
人
権

教
育
研
究
大
会
開
催
」

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）   

☎
㉒
２
２
２
９

立石明美さんの実践報告に聞き入る来場者

関西テレビアナウンサーの山本浩之さん
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再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。

●出前

4月1日開院
乳房マッサージ専門

多田  文恵
〒776-0037
徳島県吉野川市鴨島町上浦29-14
TEL・FAX：0883-24-4580
携帯：090-8282-4045

助産師

痛くない乳房ケアー!!
母乳で育てよう

完全予約制!!
受付時間　10：00～12：00
　　　　　14：00～19：00
乳房管理指導料金
　初　診　　6000円
　再　診　　5000円
　回数券（3枚以上購入）
　　　　　　1回／4000円

休診 第2・4火 水 日祝祭

TADA助産院

2001
パチンコ ローソン

NISSIN
DENM

森永乳業

飯尾川橋ここ

和霊

鴨島販売㈱
仏壇本社ショールーム●

八幡神社

河野学習塾

点滅
ルック中古車センター

GS

至徳島
N

牛島駅

至徳島至川島

ぶつだんの笠井
国道192号

きもの高橋

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。
TEL：0883-25-3636　FAX：0883-25-5175

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

○粗大ごみ取り扱い　○故人遺品整理・片付け
○生活ごみ　○引越ごみ　○事業所ごみ　等々

バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す
吉
野
川
市
で
は
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/index.asp　

問
い
合
わ
せ　

市
秘
書
企
画
課
☎
㉒
２
２
２
１

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

●
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進　
●
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底　
●
飲
酒
運
転
の
根
絶

平
成
23
年
5
月
11
日
㈬
か
ら

平
成
23
年
5
月
20
日
㈮
ま
で

　東北地方太平洋沖地震の被災者支援
にご協力いただきまして、誠にありが
とうございました。
　皆さまからの温かいご支援を頂戴し
た結果、多くの救援物資が集まりまし
た。皆さまの善意に心よりお礼申し上
げます。

　集まった救援物資は、徳島県を通じて宮城県へ送られま
したので、ご報告させていただきます。
　なお、義援金・募金は続けて受け付けていますので、ご
協力をお願いいたします。

●問い合わせ　市防災対策課　☎㉒2235

東北地方太平洋沖地震被災者への支援活動報告とお礼




